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資
料

【
参
考
】「
三
経
隠
顕
」提
要
と
判
決

■

昭
和
三
十
七
年

提
要

□三
経
隠
顕

出
拠

教
文
類
の
教
体
の
釈
。

化
身
土
文
類
の
隠
顕
釈
。

釈
名

隠
顕
の
字
義
。

義
相

観
経
の
隠
顕
。

小
経
の
准
知
隠
顕
。

三
経
一
致
と
差
別
。

帰
結

三
経
の
説
相
に
差
別
あ
る
も
、
意
は
弘
願
を
あ
ら
わ
す
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

昭
和
三
十
七
年

判
決

□
本
題
は
三
経
に
亘
る
の
で
あ
る
が
、
隠
顕
の
問
題
点
は
観
経
に
あ
る
。
そ
れ
は
観
経
は
余
経
と
異
り
、
教
主
に

釈
迦
弥
陀
二
尊
が
あ
り
、
経
体
に
は
要
弘
二
門
が
あ
り
、
仏
意
に
随
自
・
随
他
が
あ
り
、
機
根
に
生
熟
が
あ
り
、

宗
旨
に
念
観
両
宗
が
あ
り
、
念
佛
に
亦
、
仮
を
帯
び
る
も
の
が
あ
る
な
ど
、
ま
こ
と
に
混
然
と
し
て
窺
い
難
い
。

そ
こ
で
終
南
大
師
は
経
末
に
至
っ
て｢

上
来
雖
説｣

と
、
上
来
の
定
散
を
廃
し
て
他
力
の
念
仏
を
立
て
玉
う
た
。
宗

祖
大
師
ま
た
こ
れ
を
一
経
に
亘
っ
て
隠
顕
釈
を
設
け
、
一
経
の
始
め
か
ら
廃
立
の
義
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
の

が
化
巻
の
顕
彰
隠
密
の
釈
で
あ
る
。
こ
れ
を
釈
す
る
に
就
て
、
勞
謙
院
、
専
称
院
、
晃
暁
院
、
宣
布
院
な
ど
各
〻

力
を
つ
く
し
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
を
指
針
に
化
巻
の
釈
を
窺
う
と
標
に
は
顕
彰
隠
密
と
し
て
、
釈
に
は｢

是

顕
義
也｣

と
顕
を
釈
し
、｢

斯
乃ﾁ

此ﾉ

経ﾉ

隠
彰ﾉ

義
也｣

と
隠
と
彰
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
宗
祖
の
意
は
顕
隠
彰
の

三
義
と
御
覧
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
三
義
を
開
け
ば
四
義
と
も
な
り
三
義
を
合
す
れ
ば
隠
顕
の
二
義

と
も
な
り
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
道
理
か
ら
い
っ
て
も
、
観
経
の
顕
説
は
定
散
二
善
だ
。
こ
れ
は
他
師
も
爭
は
な
い
。

ま
た
隠
説
は
未
熟
の
機
の
た
め
に
弘
願
を
隠
蔽
し
て
い
る
こ
と
に
も
異
論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
宗
祖
力
を
尽
し
て

釈
顕
さ
れ
た
は
彰
露
の
文
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
し
か
る
に
彰
も
亦
顕
に
対
す
れ
ば
隠
に
属
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
即

ち
仏
は
弘
願
を
彰
露
す
と
雖
も
機
執
こ
れ
に
仮
を
か
け
て
要
門
と
窺
う
も
の
も
あ
る
。
仏
は
亦
こ
れ
を
黙
許
さ
れ

る
。
此
時
は
彰
は
隠
に
摂
属
さ
れ
て
隠
顕
の
二
義
と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
畧
典
に｢

三
経
大
綱
雖
有
隠
顕
一
心
爲

能
入｣

と
あ
る
は
此
意
で
あ
り
ま
し
よ
う
。
開
い
て
四
義
と
す
る
も
の
は
、
顕
の
外
に
隠
と
彰
が
あ
り
、
彰
の
中

に
隠
即
彰
が
あ
り
、
隠
ノ
彰
が
あ
り
、
此
外
に
伹
の
彰
露
の
文
が
あ
る
。
こ
れ
で
四
義
に
な
り
ま
す
。

伹
の
彰
露
の
文
と
は
文
面
に
切
出
て
弘
願
の
義
を
顕
す
文
で
七
八
両
観
が
そ
れ
で
あ
つ
て
十
三
文
例
の
中
に
は

出
て
い
な
い
。
こ
れ
が
一
つ
、
隠
ノ
彰
は
十
三
文
例
の
第
一
に｢

教
我
観
於
清
浄
業
處｣

の
如
く
真
仮
両
通
の
も
の

も
あ
り
、
文
相
は
仮
に
し
て
自
ら
弘
願
を
示
す
文
も
あ
る
。
之
を
隠
ノ
彰
と
い
つ
て
こ
れ
で
二
つ
、
ま
た
伹
の
隠

に
し
て
弘
願
を
全
く
隠
す
も
の
も
あ
る
。
之
を
隠
即
彰
と
い
う
。
こ
れ
で
三
つ
、
そ
し
て
顕
説
を
加
え
た
ら
四
義

と
な
る
。
此
義
に
よ
つ
て
十
三
文
例
を
見
れ
ば
始
め
の
五
文
は
隠
ノ
彰
に
当
り
、
次
の
六
文
は
隠
即
彰
の
文
で
あ
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る
。
最
後
の
十
二
、
十
三
文
は
顕
説
を
出
さ
れ
た
も
の
だ
。
顕
彰
隠
の
三
義
を
立
て
ヽ
観
経
を
釈
す
る
人
は
雲
龍

の
譬
で
説
明
し
て
い
る
。
四
義
を
立
つ
る
人
は
モ
ミ
ウ
ラ
隠
顕
と
い
う
語
を
立
て
る
。
表
に
黒
衣
を
張
る
も
の
は

顕
説
で
あ
り
裏
面
に
赤
い
モ
ミ
ウ
ラ
を
つ
け
て
表
に
顕
わ
れ
ざ
る
も
の
は
隠
即
彰
に
当
る
。
表
に
黒
衣
を
張
れ
ど

も
暗
々
裡
に
赤
色
を
漏
ら
す
、
こ
れ
を
隠
ノ
彰
に
譬
え
る
。
更
に
袖
口
に
赤
い
モ
ミ
ウ
ラ
を
漏
ら
す
も
の
は
七
八

両
観
の
如
き
彰
露
の
文
に
合
せ
る
。
四
義
と
雖
も
隠
と
顕
に
対
す
る
時
は
彰
の
外
は
な
い
か
ら
三
義
と
な
り
、
更

に
合
す
れ
ば
要
弘
隠
顕
の
二
義
に
皈
す
。
如
此
宗
祖
は
隠
顕
釈
を
以
て
せ
ら
れ
た
。
准
知
隠
顕
は
小
経
修
因
段
を

以
て
観
経
に
准
知
し
て
隠
顕
あ
り
と
見
ら
れ
た
。
三
輩
隠
顕
は
大
経
は
顕
露
彰
灼
の
経
で
あ
る
か
ら
隠
顕
な
し
と

い
う
説
が
至
当
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

平
成
二
十
二
年
度

提
要

□

(

題
意)

宗
祖
の
隠
顕
釈
を
と
お
し
て
、
三
経
の
説
相
に
差
別
あ
る
も
、
意
は
弘
願
を
あ
ら
わ
す
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。

（
出
拠
）

「
化
身
土
文
類
」
隠
顕
釈

（
釈
名
）

「
三
経
」

「
隠
」

「
顕
」

「
顕
彰
隠
密
」

（
義
相
）

『
観
経
』
の
隠
顕

『
小
経
』
の
准
知
隠
顕

三
経
一
致
と
差
別

平
成
二
十
二
年
度

判
決

□【
題
意
】

宗
祖
の
隠
顕
釈
を
と
お
し
て
、
三
経
の
説
相
に
差
別
あ
る
も
、
意
は
弘
願
を
あ
ら
わ
す

に
あ
る
こ
と
を
明
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
教
行
証
文
類
』「
化
身
土
文
類
」（
『
真
聖
全
』
二
、
一
四
七
）

問
。
大
本
三
心
、
与
観
経
三
心
、
一
異
云
何
。
答
。
依
釈
家
之
意
、
按
無
量

寿
仏
観
経
者
、
有
顕
彰
隠
蜜
義
。
言
顕
者
、
即
顕
定
散
諸
善
、
開
三
輩
・
三

心
。
然
二
善
・
三
福
、
非
報
土
真
因
。
諸
機
三
心
、
自
利
各
別
而
非
利
他
一

心
。
如
来
異
方
便
、
折
慕
浄
土
善
根
。
是
此
経
之
意
、
即
是
顕
義
也
。
言
彰

者
、
彰
如
来
弘
願
、
演
暢
利
他
通
入
一
心
。
縁
達
多
・
闍
世
悪
逆
、
彰
釈
迦

微
笑
素
懐
、
因
韋
提
別
選
正
意
、
開
闡
弥
陀
大
悲
本
願
。
斯
乃
此
経
隠
彰
義

也
。

『
教
行
証
文
類
』「
化
身
土
文
類
」（
『
真
聖
全
』
二
、
一
五
六
）
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又
問
。
大
本
・
観
経
三
心
、
与
小
本
一
心
、
一
異
云
何
。
答
。
今
就
方
便
真

門
誓
願
、
有
行
有
信
、
亦
有
真
実
有
方
便
。
願
者
、
即
植
諸
徳
本
之
願
是
也
。

行
者
此
有
二
種
、
一
者
善
本
、
二
者
徳
本
也
。
信
者
、
即
至
心
回
向
欲
生
之

心
是
也
。
二
十
願
也

就
機
有
定
有
散
。
往
生
者
此
難
思
往
生
是
也
。
仏
者
即
化

身
。
土
者
即
疑
城
胎
宮
是
也
。
准
知
観
経
、
此
経
亦
応
有
顕
彰
隠
蜜
之
義
。

言
顕
者
、
経
家
嫌
貶
一
切
諸
行
少
善
、
開
示
善
本
徳
本
真
門
、
励
自
利
一
心
、

勧
難
思
往
生
。
是
以
経
説
多
善
根
多
功
徳
多
福
徳
因
縁
、
釈
云
九
品
倶
回
得

不
退
、
或
云
無
過
念
仏
往
西
方
、
三
念
五
念
仏
来
迎
。
此
是
此
経
示
顕
義
也
、

此
乃
真
門
中
之
方
便
也
。
言
彰
者
彰
真
実
難
信
之
法
。
斯
乃
光
闡
不
可
思
議

願
海
、
欲
令
帰
無
礙
大
信
心
海
。
良
勧
既
恒
沙
勧
、
信
亦
恒
沙
信
、
故
言
甚

難
也
。
釈
云
直
為
弥
陀
弘
誓
重
致
使
凡
夫
念
即
生
。
斯
是
開
隠
彰
義
也
。

ま
た
、『
浄
土
文
類
聚
鈔
』（
『
真
聖
全
』
二
、
四
五
三
）
に
も
同
様
の
趣
旨
の
文
が
あ
る
。

【
釈
名
】

「
三
経
」
と
は
『
仏
説
無
量
寿
経
』
『
仏
説
観
無
量
寿
経
』
『
仏
説
阿
弥
陀
経
』
の
こ
と
で
あ
る
。
「
隠
」
と
は

「
隠
彰
」
の
意
で
、
そ
の
経
に
隠
微
に
説
か
れ
て
い
る
法
の
こ
と
で
あ
り
、
『
観
経
』
『
小
経
』
の
「
隠
彰
」
は

他
力
念
仏
に
よ
る
往
生
法
で
あ
る
。
「
顕
」
と
は
「
顕
説
」
の
意
で
、
そ
の
経
に
顕
著
に
説
か
れ
て
い
る
法
の
こ

と
で
あ
る
。
『
観
経
』
の
顕
説
は
自
力
諸
行
の
往
生
法
で
あ
り
、
『
小
経
』
の
顕
説
は
自
力
念
仏
の
往
生
法
で
あ

る
。
そ
し
て
「
顕
彰
隠
密
」
と
は
、
『
観
経
』
『
小
経
』
に
顕
説
と
隠
彰
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
説
相
を
あ
え
て

用
い
ら
れ
た
の
は
釈
尊
の
深
い
密
意
で
あ
る
と
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

宗
祖
は
、
標
に
は
顕
彰
隠
密
と
し
て
、
釈
に
は
「
是
顕
義
也
」
と
「
顕
」
を
釈
し
、
彰
に
つ
い
て
は
「
斯
乃
此

経
隠
彰
義
也
」
と
「
隠
」
と
「
彰
」
を
出
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
顕
彰
隠
密
の
分
釈
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
が
、

宗
祖
の
釈
に
は
「
顕
」
と
「
彰

（
隠
彰
）
」
の
釈
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
分
類
は
根
拠
を
見
い
だ
せ
な
い
。

よ
っ
て
顕
説
（
顕
）
は
要
門
義
、
隠
彰
（
彰
）
は
弘
願
義
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
一
経
の
説
相

に
つ
い
て
言
う
も
の
で
あ
る
。

【
義
相
】

①
『
観
経
』
の
隠
顕

『
観
経
』
は
余
経
と
異
な
り
、
教
主
に
二
尊
が
あ
り
、
教
義
に
要
・
弘
が
あ
り
、
仏
意
に
随
自
・
随
他
が
あ
り
、

機
根
に
熟
・
未
熟
が
あ
り
、
宗
旨
に
念
・
観
が
あ
る
な
ど
、
混
然
と
し
て
お
り
、
た
や
す
く
窺
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
善
導
大
師
・
法
然
聖
人
は
、
念
観
廃
立
の
釈
義
に
よ
っ
て
『
観
経
』
を
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
経
末
に

至
ら
な
け
れ
ば
廃
立
が
判
然
と
し
な
い
。
よ
っ
て
、
宗
祖
は
隠
顕
釈
を
設
け
て
そ
の
時
々
に
廃
立
を
示
す
の
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
を
「
化
身
土
文
類
」（
『
真
聖
全
』
二
、
一
四
七
）
に
、

依
釈
家
之
意
、
按
無
量
寿
仏
観
経
者
、
有
顕
彰
隠
蜜
義
。

と
述
べ
、
『
観
経
』
の
隠
顕
を
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』
「
玄
義
分
」
（
『
真
聖
全
』
一
、

四
四
六
）
の
、

今
此
観
経
即
以
観
仏
三
昧
為
宗
、
亦
以
念
仏
三
昧
為
宗
。
一
心
廻
願
往
生
浄

土
為
体
。

ま
た
、『
観
経
疏
』「
散
善
義
」（
『
真
聖
全
』
一
、
五
五
八
）
の
、

上
来
雖
説
定
散
両
門
之
益
、
望
仏
本
願
意
、
在
衆
生
一
向
専
称
弥
陀
仏
名
。
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な
ど
の
文
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
顕
説
と
は
要
門
の
こ
と
を
指
し
、
隠
彰
と
は
弘
願
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
「
化
身
土
文
類
」（
『
真
聖
全
』
二
、
一
四
七
）
に
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

言
顕
者
、
即
顕
定
散
諸
善
、
開
三
輩
・
三
心
。
然
二
善
・
三
福
、
非
報
土
真

因
。
諸
機
三
心
、
自
利
各
別
而
非
利
他
一
心
。
如
来
異
方
便
、
欣
慕
浄
土
善

根
。
是
此
経
之
意
、
即
是
顕
義
也
。
言
彰
者
、
彰
如
来
弘
願
、
演
暢
利
他
通

入
一
心
。
縁
達
多
・
闍
世
悪
逆
、
彰
釈
迦
微
笑
素
懐
、
因
韋
提
別
選
正
意
、

開
闡
弥
陀
大
悲
本
願
。
斯
乃
此
経
隠
彰
義
也
。

『
観
経
』
の
顕
説
の
義
は
、
定
散
二
善
す
な
わ
ち
自
力
諸
行
に
よ
る
往
生
が
説
か
れ
た
法
門
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
法
門
は
自
力
諸
行
に
よ
る
化
土
往
生
の
法
門
で
あ
っ
て
、
真
実
報
土
の
往
生
を
あ
ら
わ
す
法
門
で
は
な
い
。

『
観
経
』
に
こ
の
よ
う
な
方
便
の
法
門
を
顕
著
に
説
か
れ
た
の
は
、
真
実
を
方
便
で
隠
し
、
方
便
を
さ
も
真
実
の

ご
と
く
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
道
に
執
す
る
者
を
し
て
浄
土
願
生
を
勧
め
よ
う
と
さ
れ
る
、
特
別
な
従
仮
入
真

の
仏
意
が
あ
る
こ
と
を
明
か
そ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

宗
祖
は
次
い
で
「
斯
乃
此
経
隠
彰
義
也
」
と
、
『
観
経
』
が
隠
顕
の
両
義
を
持
つ
経
典
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
以

下
に
十
三
文
例
を
挙
げ
る
。
『
六
要
鈔
』
（
『
真
聖
全
』
二
、
三
八
六
）
に
は
「
此
一
段
者
今
師
聖
人
己
心
領
解
、

隠
彰
意
也
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
隠
彰
の
例
文
を
挙
げ
た
も
の
と
見
て
い
る
。
そ
う
し
て
最
後
に
、（
『
真
聖
全
』

二
、
一
四
八
）

良
知
、
此
乃
此
経
有
顕
彰
隠
蜜
之
義
。
二
経
三
心
、
将
談
一
異
、
応
善
思
量

也
。
大
経
・
観
経
依
顕
義
異
、
依
彰
義
一
也
。
可
知
。

と
問
答
を
結
ば
れ
る
。
『
大
経
』
の
三
心
と
『
観
経
』
の
三
心
を
対
比
し
て
み
る
と
、
経
の
「
顕
」
の
義
か
ら
い

え
ば
異
な
っ
て
い
る
が
、「
彰
」
の
義
か
ら
い
え
ば
二
経
と
も
に
選
択
本
願
を
宗
と
し
て
い
る
か
ら
一
つ
で
あ
る

と
、
二
経
の
三
心
の
一
異
と
い
う
問
い
に
答
え
た
の
で
あ
る
。

②
『
小
経
』
の
准
知
隠
顕

『
小
経
』
は
、
そ
の
顕
の
義
か
ら
い
え
ば
、
『
観
経
』
に
説
か
れ
た
よ
う
な
定
散
諸
行
を
少
善
根
と
嫌
貶
し

て
、
大
善
根
で
あ
る
名
号
を
開
示
さ
れ
る
も
の
の
、
な
お
そ
の
称
念
の
功
徳
に
と
ら
わ
れ
、
自
力
の
心
を
励
ま
し
、

難
思
往
生
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
化
土
の
往
生
を
勧
め
る
真
門
自
力
念
仏
の
教
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
隠
彰
の
義
か

ら
い
え
ば
、
諸
仏
か
ら
証
誠
護
念
さ
れ
る
よ
う
な
、
如
来
廻
向
の
真
実
心
を
極
難
信
の
法
と
し
て
勧
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
一
心
不
乱
の
信
心
は
三
心
即
一
の
一
心
で
あ
る
と
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
宗
祖
は
「
化
身
土
文
類
」（
『
真
聖
全
』
二
、
一
五
六
）
に
、

准
知
観
経
、
此
経
亦
応
有
顕
彰
隠
蜜
之
義
。

と
『
小
経
』
の
隠
顕
を
示
さ
れ
た
。
『
小
経
』
を
見
る
だ
け
で
は
、
『
小
経
』
に
隠
顕
の
あ
る
こ
と
を
知
り
が
た

い
が
、
『
観
経
』
に
准
じ
て
『
小
経
』
を
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
経
に
も
隠
顕
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は

「
化
身
土
文
類
」
に
よ
る
と
、
『
小
経
』
の
顕
説
の
義
は
、
善
本
徳
本
、
つ
ま
り
自
力
念
仏
に
よ
る
往
生
が
説
か

れ
た
法
門
で
あ
り
、
隠
彰
と
は
弘
願
、
他
力
念
仏
に
よ
る
往
生
が
説
か
れ
た
法
門
で
あ
る
。
し
か
し
、『
観
経
』

は
隠
顕
が
一
経
全
体
に
か
か
る
が
、
『
小
経
』
は
正
宗
分
の
う
ち
、
依
正
段
と
証
誠
段
は
弘
願
真
実
の
義
意
を
あ

ら
わ
し
て
お
り
、
修
因
段
に
の
み
隠
顕
が
か
か
る
の
で
あ
る
。

③
三
経
一
致
と
差
別

『
大
経
』
と
『
観
経
』
・
『
小
経
』
の
顕
説
と
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
『
大
経
』
所
説
の
法
義
は
弘
願
法
、
『
観

経
』
所
説
の
法
義
は
要
門
法
、
『
小
経
』
所
説
の
法
義
は
真
門
法
と
な
り
、
三
経
所
説
の
法
義
は
相
違
す
る
。
し

か
し
、
『
大
経
』
と
『
観
経
』
・
『
小
経
』
の
隠
彰
と
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
三
経
所
説
の
法
義
は
い
ず
れ
も
弘
願

法
と
し
て
一
致
す
る
。
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な
お
、
先
哲
に
『
大
経
』
の
隠
顕
の
義
の
有
無
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
胎
化
得
失
や
流
通
分
に
見
ら
れ
る
自

力
往
生
の
説
示
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
隠
顕
は
説
相
に
つ
い
て
い
う
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
真
仮
と
同
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
あ
く
ま
で
『
大
経
』
は
顕
露
彰
灼
の
経
で
あ
り
、
弘
願
法
の
み
が
あ
ら
わ

さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
】「
執
持
名
号
」
判
決

■

執
持
名
号

平
成18
年

□〔
題
意
〕

『
小
経
』
修
因
段
に
つ
い
て
宗
祖
は
准
知
隠
顕
の
釈
を
な
さ
れ
た
。
隠
顕
釈
に
よ
る
執
持
名
号
の
釈
意
を
明
ら
か

に
す
る
。

〔
出
拠
〕

・
『
阿
弥
陀
経
』
修
因
段

「
聞
説
阿
弥
陀
仏

執
持
名
号

若
一
日
（
中
略
）
若
七
日
一
心
不
乱
」（
『
真
聖
全
一
、
六
九
）
等
。

・
『
本
典
』「
化
身
土
文
類
」
本
、

「
経
言
執
持
亦
言
ー
心

執
言
彰
心
堅
牢
而
不
移
転
也

持
言
名
不
散
不
失
也

一
之
言
者
名
無
二
之
言
也

心

之
言
者
名
真
実
」（
『
同
』
二
、
一
五
七
）
等
。

・
『
略
典
』（
『
同
』
二
、
四
五
三
）

・
「
化
身
土
文
類
」
本
、
狐
山
『
疏
』
の
文
（
『
同
』
二
、
一
六
二
）

・
（
関
連
文
）

「
易
行
品
」（
『
同
』
一
、
二
五
八
）、

『
往
生
礼
讃
』
後
序
（
『
同
』
一
、
六
八
三
）、

『
法
事
讃
』（
『
同
』
一
、
五
九
七
）、

『
往
生
要
集
』
下
末
の
往
生
階
位
（
『
同
』
一
、
八
九
八
）、

『
漢
語
灯
録
』（
小
経
釈
）（
『
同
』
四
、
三
六
六
）、

『
唯
信
鈔
文
意
』（
『
同
』
二
、
六
四
九
）

〔
釈
名
〕

「
化
身
土
文
類
」
に
「
執
は
心
堅
牢
に
し
て
移
転
せ
ず
、
持
は
不
散
不
失
に
名
づ
く
」
と
あ
り
、
『
略
文
類
』

も
ほ
ぼ
同
じ
。
狐
山
智
円
の
『
阿
弥
陀
経
義
疏
』
に
は
「
執
は
執
受
、
信
力
の
故
に
執
受
に
し
て
心
に
在
り
。
持

は
住
持
、
念
力
の
故
に
住
持
し
て
忘
れ
ず
」
と
釈
す
。

要
す
る
に
、
執
持
の
「
執
」
と
は
堅
固
如
実
に
名
号
を
領
受
し
、「
持
」
と
は
憶
持
し
て
忘
れ
ず
相
続
す
る
の

義
で
あ
る
。
「
名
号
」
は
南
無
阿
弥
陀
仏
、
本
願
成
就
の
果
名
で
あ
り
、
所
聞
所
信
所
称
の
法
体
を
あ
ら
わ
す
。

〔
義
相
〕

一
、
化
身
土
文
類
の
釈

『
小
経
』
所
説
の
執
持
名
号
を
、
宗
祖
は
『
本
典
』
「
化
身
土
文
類
」
真
門
釈
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

は
、
准
知
隠
顕
、
嫌
貶
開
示
の
釈
が
な
さ
れ
て
あ
る
。
よ
っ
て
、
執
持
名
号
義
を
も
隠
・
顕
の
二
釈
を
も
っ
て
解

釈
す
る
の
で
あ
る
。

二
、
准
知
隠
顕
の
釈
義

准
知
隠
顕
と
は
、「
『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
、
こ
の
『
経
』
に
ま
た
顕
彰
隠
密
の
義
あ
る
べ
し
」
と
示
し
、「
顕

と
い
ふ
は
、
経
家
は
一
切
諸
行
の
少
善
を
嫌
貶
し
て
、
善
本
徳
本
の
真
門
を
開
示
し
、
自
利
の
一
心
を
励
ま
し
て
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難
思
の
往
生
を
勧
む
」
等
と
し
、
「
彰
と
い
ふ
は
、
真
実
難
信
の
法
を
彰
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
不
可
思
議
の
願
海

を
光
闡
し
て
、
無
礙
の
大
信
心
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
」
と
お
示
し
で
あ
る
。
『
観
経
』
に
隠
顕
釈
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
、
『
阿
弥
陀
経
』
も
『
観
経
』
に
准
知
し
て
、
こ
の
修
因
段
に
隠
顕
釈
を
用
い
ら
れ
る
。
直
接
的
に
は

『
観
経
』
の
下
三
品
の
念
仏
と
付
属
の
持
名
に
准
知
す
る
。
即
ち
『
小
経
』
の
修
因
段
に
「
不
可
以
少
善
根
」
は

『
観
経
』
の
諸
行
を
指
し
、
『
小
経
』
は
多
善
根
多
福
徳
の
念
仏
を
説
く
と
す
る
が
、
受
持
す
る
機
に
熟
未
熟
が

あ
り
、
熟
機
は
直
ち
に
他
力
仏
願
の
念
仏
に
入
る
が
、
未
熟
の
機
は
諸
行
を
廃
し
て
も
自
力
心
の
機
執
を
も
っ
て

名
号
を
修
す
る
故
に
自
力
称
名
と
な
る
。
こ
れ
が
顕
説
の
真
門
自
力
念
仏
で
あ
る
。『
観
経
』
の
定
散
心
に
准
知

し
て
顕
説
真
門
を
見
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
『
小
経
』
に
説
く
依
正
二
報
は
真
実
で
あ
る
が
、
こ
の
修
因
段
の
み
隠

顕
が
み
ら
れ
る
の
は
、
多
善
根
の
念
仏
を
す
す
め
、
一
日
七
日
の
念
仏
の
功
を
策
励
す
る
行
業
と
、
臨
終
来
迎
の

益
が
説
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

三
、
嫌
貶
開
示
の
釈
義

嫌
貶
開
示
と
は
、
顕
説
の
所
談
で
、
一
切
諸
行
の
少
善
根
を
嫌
貶
し
て
善
本
徳
本
の
真
門
を
開
示
す
と
述
べ
ら

れ
て
あ
る
。
宗
祖
が
真
門
念
仏
と
み
ら
れ
る
根
拠
は
『
小
経
』
の
『
襄
陽
石
碑
経
』
の
「
多
善
根
多
功
徳
多
福
徳

因
縁
」
の
文
で
あ
る
。
一
切
諸
行
少
善
根
を
往
生
不
可
と
嫌
貶
し
、
真
門
念
仏
を
開
示
す
る
に
つ
い
て
疑
難
が
生

じ
る
。
即
ち
、
諸
行
少
善
の
不
可
得
生
は
、
真
実
の
報
土
に
対
し
て
い
わ
れ
る
な
ら
ば
、
真
門
自
力
念
仏
も
不
可

得
生
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
も
し
真
門
念
仏
は
化
土
得
生
と
い
う
な
ら
ば
諸
行
も
ま
た
化
土
得
生
で
あ
る
。
化

土
に
対
す
れ
ば
諸
行
を
不
可
得
生
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
諸
行
は
真
土
に
の
ぞ
め
て
不
可
得

生
と
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
真
門
は
真
土
に
の
ぞ
め
て
開
示
す
る
の
で
は
な
く
、
名
号
は
元
来
、
頓

教
で
あ
る
が
、
自
力
定
散
の
機
は
、
多
善
根
功
徳
と
執
じ
て
自
力
策
励
す
る
漸
機
で
あ
る
。
機
の
側
か
ら
自
力
称

名
と
し
て
い
る
。
仏
は
こ
の
機
執
に
関
せ
ず
、
信
疑
廃
立
も
い
わ
ず
し
て
来
迎
の
益
を
あ
ら
わ
す
。
故
に
真
門
と

判
ず
る
。
こ
れ
を
世
尊
の
意
と
し
て
「
真
門
を
開
示
し
、
自
利
の
一
心
を
励
ま
し
て
難
思
の
往
生
を
勧
む
」
と
判

ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四
、
顕
説
の
執
持
名
号
義

執
持
名
号
の
意
義
に
つ
い
て
、
多
く
孤
山
の
釈
を
基
本
に
釈
し
て
あ
る
。
要
す
る
に
、
執
持
を
心
念
と
と
れ
ば

心
に
名
号
を
憶
念
し
て
忘
れ
ず
、
称
名
と
と
れ
ば
誦
念
し
て
忘
れ
ず
、
若
一
日
等
は
そ
の
行
時
を
示
す
と
、
善
導

大
師
の
『
法
事
讃
』
（
「
化
身
土
文
類
」
引
文
）
、
『
往
生
礼
讃
』
及
び
源
空
上
人
の
『
小
経
釈
』
等
、
総
じ
て
執

持
名
号
は
称
名
行
と
し
て
釈
さ
れ
て
い
る
。

宗
祖
は
修
因
段
に
隠
顕
釈
を
用
い
て
、
執
持
名
号
に
も
隠
顕
の
両
釈
が
み
ら
れ
る
。
顕
説
の
釈
意
に
よ
れ
ば
、

執
持
名
号
と
は
第
二
十
願
の
植
諸
徳
本
と
同
じ
く
、
自
力
心
を
も
っ
て
名
号
を
称
念
す
る
意
で
あ
る
。「
化
身
土

文
類
」
に
引
か
れ
る
元
照
師
の
『
義
疏
』
に
「
も
し
こ
の
経
に
よ
り
て
名
号
を
執
持
せ
ば
、
決
定
し
て
往
生
せ
ん
。

す
な
は
ち
知
ん
ぬ
、
称
名
は
こ
れ
多
善
根
・
多
福
徳
な
り
」
と
、
自
力
の
信
は
多
善
根
多
功
徳
の
名
号
を
憶
持
し

て
忘
れ
ず
、
一
日
七
日
と
策
励
し
て
い
く
相
を
い
う
。
執
持
は
口
業
に
持
（
た
も
）
つ
の
義
で
あ
り
、
顕
説
自
力

の
信
は
起
行
の
一
心
で
あ
っ
て
下
の
一
心
不
乱
と
同
じ
。
念
々
策
励
し
て
、
修
す
る
一
心
な
る
が
故
に
「
自
利
の

一
心
を
励
ま
し
て
難
思
往
生
を
勧
む
」
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

五
、
隠
彰
の
執
持
名
号
義

次
に
隠
顕
の
釈
義
は
宗
祖
は
真
実
難
信
之
法
、無
碍
の
大
信
海
と
示
し
て
す
べ
て
信
心
に
約
し
て
明
か
さ
れ
る
。

故
に
執
持
と
一
心
と
同
義
と
し
、
執
は
心
、
堅
牢
に
し
て
移
転
せ
ず
。
持
は
不
散
不
失
に
名
づ
く
。
一
は
無
二
、
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心
は
真
実
と
解
釈
さ
れ
る
。
宗
祖
が
「
化
身
土
文
類
」
や
『
略
典
』
に
信
に
約
さ
れ
た
の
は
信
心
為
本
の
宗
義
を

開
顕
す
る
に
つ
い
て
執
持
を
即
一
心
と
釈
顕
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
信
行
は
本
来
不
離
で
あ
っ
て
『
往
生
要
集
』
の

釈
は
能
修
の
心
よ
り
「
執
心
牢
固
な
れ
ば
定
ん
で
極
楽
国
に
生
ず
」
と
示
さ
れ
た
。

要
す
る
に
、
信
に
約
す
れ
ば
一
心
に
同
じ
。
若
一
日
若
七
日
は
信
相
続
と
い
う
べ
く
、
七
日
に
限
ら
な
い
。

行
に
約
す
れ
ば
若
一
日
乃
至
七
日
の
称
名
を
あ
ら
わ
す
。
た
だ
し
、
上
の
「
聞
説
」
は
名
号
を
領
受
し
た
る
執
持

の
一
心
な
り
と
顕
す
隠
顕
釈
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

以

上
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会
読
案

出
拠

■『
教
行
信
証
』「
化
身
土
文
類
」

観
経
隠
顕
（
１
８
７
）

答
ふ
。
釈
家
（
善
導
）
の
意
に
よ
り
て『
無
量
寿
仏
観
経
』
を
案
ず
れ
ば
、
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
。

顕
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
・
三
心
を
開
く
。
し
か
る
に
二
善
・
三
福
は
報
土
の
真

因
に
あ
ら
ず
。
諸
機
の
三
心
は
自
利
各
別
に
し
て
、
利
他
の
一
心
に
あ
ら
ず
。
如
来
の
異
の
方
便
、
欣
慕

浄
土
の
善
根
な
り
。
こ
れ
は
こ
の
経
の
意
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
顕
の
義
な
り
。

彰
と
い
ふ
は
、
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
。
達
多
（
提
婆
達
多
）
・
闍
世
（
阿
闍

世
）
の
悪
逆
に
よ
り
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
。
韋
提
別
選
の
正
意
に
よ
り
て
、
弥
陀
大
悲
の
本
願

を
開
闡
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
こ
の
経
の
隠
彰
の
義
な
り
。

小
経
隠
顕
（
二
、
一
九
九
）

『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
、
こ
の『
経
』
（
小
経
）
に
ま
た
顕
彰
隠
密
の
義
あ
る
べ
し
。

顕
と
い
ふ
は
、
経
家
は
一
切
諸
行
の
少
善
を
嫌
貶
し
て
、
善
本
・
徳
本
の
真
門
を
開
示
し
、
自
利
の
一

心
を
励
ま
し
て
難
思
の
往
生
を
勧
む
。
こ
こ
を
も
つ
て『
経
』
（
同
）
に
は「
多
善
根
・
多
功
徳
・
多
福
徳
因

縁
」
と
説
き
、
釈
（
法
事
讃
・
下
）
に
は「
九
品
と
も
に
回
し
て
不
退
を
得
よ
」
と
い
へ
り
。
あ
る
い
は「
無
過

念
仏
往
西
方
三
念
五
念
仏
来
迎
」
（
同
・
意
）
と
い
へ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
こ
の『
経
』
（
小
経
）
の
顕
の
義
を
示

す
な
り
。
こ
れ
す
な
は
ち
真
門
の
な
か
の
方
便
な
り
。

彰
と
い
ふ
は
、
真
実
難
信
の
法
を
彰
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
て
、
無
碍
の
大

信
心
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
ま
こ
と
に
勧
め
す
で
に
恒
沙
の
勧
め
な
れ
ば
、
信
も
ま
た
恒
沙
の
信
な

り
。
ゆ
ゑ
に
甚
難
と
い
へ
る
な
り
。
釈
（
法
事
讃
・
下
）
に
、「
た
だ
ち
に
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
を
も
つ
て
、

凡
夫
念
ず
れ
ば
す
な
は
ち
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
い
へ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
隠
彰
の
義
を
開
く
な
り
。

【
類
文
】
小
経
隠
顕
（
２
０
０
）

三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
。
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釈
名

■Ｑ

「
顕
彰
隠
密
」
の
字
義
如
何
。

Ａ

字
義
（
諸
橋
大
漢
和
辞
典
よ
り
抜
粋
）

顕

①
あ
き
ら
か

光
り
輝
く
。

顕
曜
。

顕
赫

明
ら
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
盛
ん
に
光
り
輝
く
。

顕
光

光
を
あ
ら
は
す
。
徳
を
あ
ら
は
す
を
い
ふ
。

②
あ
ら
は
に
。
あ
き
ら
か
に
。
は
っ
き
り
と
。
お
も
て
む
き
に
。

顕
然

あ
き
ら
か
な
さ
ま
。
顕
著
。

顕
表

あ
ら
は
し
あ
き
ら
か
に
す
る
。

顕
著

い
ち
ぢ
る
し
い
。
殊
に
よ
く
知
れ
る
。
目
立
つ
。
又
、
明
ら
か
に
あ
ら
は
す
。

顕
彰

あ
き
ら
か
に
あ
ら
は
れ
る
。

顕
現

明
ら
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
顕
見
に
同
じ
。

顕
示

明
示
す
る
。

顕
明

あ
き
ら
か
に
あ
ら
は
す
。

顕
露

あ
き
ら
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
発
露
す
る
。

隠
顕

〔
荀
子
、
天
論
〕
隠
顕
即
内
外
也
。

彰

①
あ
や
。

彣

…

華
美
な
る
状
。
凡
そ
彣
は
必
ず
文
を
成
ず
る
。

章

…

起
と
止
を
指
す
。

彰

…

素
絢

②
あ
き
ら
か
・
あ
ら
は
れ
る
。
著
明
。
彰
明
。

彰
著

あ
き
ら
か
に
い
ち
じ
る
し
い
。
よ
く
目
立
つ
。
顕
著
。

③
あ
ら
は
す
。
あ
き
ら
か
に
す
る
。
章
に
通
ず
。

彰
示

あ
き
ら
か
に
し
め
す
。
明
示
。

隠

か
く
す
。

隠
蔽
、
か
く
し
お
ほ
ふ
。
か
く
れ
お
ほ
は
れ
る
。

隠
秘

か
く
し
ひ
め
る
。
又
、
ひ
め
か
く
し
た
奥
義
。

隠
微

か
す
か
で
あ
ら
は
れ
な
い
。

隠
密

か
く
し
秘
す
る
。

密

①
し
づ
か
。
謐
に
通
ず
。
静
也
。
黙
也
。

②
お
く
ふ
か
い
。
深
。
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③
か
く
す
。
も
ら
さ
ぬ
。
秘
密
。

④
か
く
し
ご
と
。
私
事
。
私
陰
。

⑤
と
ぢ
る
。
閟
。

⑥
や
す
ら
か
。
宓
。

⑦
ひ
そ
か
。
ひ
そ
か
に
。

密
会

密
行

ひ
そ
か
に
歩
き
回
る

⑧
こ
ま
か
。
細
か
に
な
ら
ぶ
。

密
行

戒
を
微
細
に
護
持
す
る
を
い
ふ
。

精
密

⑨
ち
か
い
。
近
づ
く
。
し
た
し
む
。

親
密
。
密
友

⑩
つ
ま
び
ら
か
。
た
だ
し
い
。

⑪
つ
つ
し
む
。
毖
。

な
ど

Ｑ

顕
彰
隠
密
の
語
は
い
く
つ
の
義
に
別
れ
る
か
？

Ａ

「
顕
」
と
「
彰
隠
密
」
の
二
義
。

Ｑ

理
由
如
何
。

Ａ

『
化
身
土
文
類
』
隠
顕
釈
に
は
『
観
経
』『
小
経
』
と
も
に
「
顕
」
と
「
彰
」
の
義
し
か
な
い
。

Ｑ

文
証
如
何
。

Ａ

「
観
経
隠
顕
」（
１
８
７
）

答
ふ
。
釈
家
（善
導
）
の
意
に
よ
り
て『
無
量
寿
仏
観
経
』を
案
ず
れ
ば
、
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
。

顕
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
・
三
心
を
開
く
。
し
か
る
に
二
善
・
三
福
は
報
土
の
真

因
に
あ
ら
ず
。
諸
機
の
三
心
は
自
利
各
別
に
し
て
、
利
他
の
一
心
に
あ
ら
ず
。
如
来
の
異
の
方
便
、
欣
慕

浄
土
の
善
根
な
り
。
こ
れ
は
こ
の
経
の
意
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
顕
の
義
な
り
。

彰
と
い
ふ
は
、
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
。
達
多
（
提
婆
達
多
）
・
闍
世
（
阿
闍

世
）
の
悪
逆
に
よ
り
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
。
韋
提
別
選
の
正
意
に
よ
り
て
、
弥
陀
大
悲
の
本
願

を
開
闡
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
こ
の
経
の
隠
彰
の
義
な
り
。

「
小
経
隠
顕
」
…

略

「
顕
の
義
を
示
す
」「
隠
彰
の
義
を
開
く
」

Ｑ

「
顕
」
と
「
彰
隠
密
」
の
内
容
如
何
。

Ａ

「
顕
」

方
便

「
彰
隠
密
」

真
実

Ｑ

「
顕
」
と
「
彰
」
の
違
い
は
あ
る
か
。

Ａ

「
顕
彰
」
と
熟
字
す
る
と
き
は
違
い
は
無
い
。

た
だ
し
字
義
に
違
い
を
み
れ
ば

「
顕
」
は

あ
ら
は
に
。
あ
き
ら
か
に
。
は
っ
き
り
と
。
お
も
て
む
き
に
。

「
彰
」
は

「
あ
や
」
と
い
い
、
素
朴
純
朴
な
文
章
に
飾
ら
れ
た
華
美
絢
爛
な
も
の
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Ｑ

宗
祖
に
「
顕
」
と
「
彰
」
の
違
い
は
あ
る
か
。

Ａ

同
義
に
扱
う
と
き
と
別
義
に
扱
う
と
き
と
が
あ
る
。

同
義

「
信
文
類
」
別
序
（
２
、
６
５
）

夫
れ
以
ば
、
信
楽
を
獲
得
す
る
こ
と
は
、
如
来
選
択
の
願
心
よ
り
発
起
す
。
真
心
を
開
闡
す
る
こ
と
は
、
大
聖

矜
哀
の
善
巧
よ
り
顕
彰
せ
り
。

別
義

「
信
文
類
」
信
一
念
釈
（
２
、
９
３
）

夫
れ
真
実
の
信
楽
を
案
ず
る
に
、
信
楽
に
一
念
あ
り
。

一
念
と
は
斯
れ

信
楽
開
発
の
時
剋
の
極
促
を
顕
し
、

…
時
間
を
あ
ら
わ
す
一
念
の
語
か
ら
直
接
読
み
取
れ
る
内
容

広
大
難
思
の
慶
心
を
彰
す
な
り
。

…
信
心
開
発
の
初
起
に
恵
ま
れ
る
信
心
の
内
容

本
願
寺
本
左
訓
「
ウ
チ
ニ
ア
ラ
ハ
ス
」

「
化
身
土
文
類
」
観
経
隠
顕
の
最
後

二
經
之
三
心
、
依
顯
之
義
異
也
、
依
彰
之
義
一
也
。

左
訓
（
内
に
あ
ら
は
す
）

【
参
考
】

岡
本
法
治
師
「
三
経
隠
顕
」2009.10
資
料

「
顕
彰
隠
密
」
に
つ
い
て
の
諸
説

１
、
月
筌
『
称
讃
浄
土
経
駕
説
』
二

顕
密
・
隠
彰
の
二
義
（
真
全
七
、
二
一
一
）

顕
密
―
顕
―
―
言
詮
の
上
に
顕
れ
た
も
の

密
―
―
そ
の
言
詮
が
尽
理
で
な
い
こ
と
を
い
う

隠
彰
―
隠
―
―
文
の
裡
に
包
含
さ
れ
て
い
る
深
義

彰
―
―
一
経
の
秘
奥
の
本
意
が
彰
れ
た
る
を
い
う

２
、
法
霖
『
笑
螂
臂
』
上
之
下
（
真
全
六
〇
、
一
四
四
）

顕
・
彰
・
隠
密
の
三
義

顕
・
彰
・
隠
・
密
の
四
義

三
義顕

―
―
文
に
顕
れ
た
方
便
義

彰
―
―
定
散
文
中
に
彰
れ
て
い
る
弘
順
顕
露
の
文
―
―
第
七
華
座
観
「
住
立
空
中
尊
」、

第
九
真
身
観
「
光
明
遍
照
」
の
文

隠
密
―
文
の
裏
に
隠
れ
て
い
る
弘
願
義

四
義顕

―
―
顕
文
定
散

彰
―
―
弘
願
が
文
に
彰
れ
て
い
る
も
の

隠
―
―
弘
願
が
文
に
隠
れ
て
い
る
も
の

密
―
―
二
尊
の
密
意

釈
尊
が
要
門
を
説
く
と
き
に
は
弘
願
を
密
と
し
、

弥
陀
が
弘
願
を
説
く
と
き
に
は
要
門
を
密
と
す
る

３
、
僧
樸
『
顕
彰
隠
密
義
』（
真
全
六
二
、
二
五
九
）

顕
・
隠
・
顕
彰
・
隠
彰
の
四
義

密
は
全
体
に
か
か
る
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顕
―
―
定
散
諸
善
を
顕
し
て
い
る
こ
と

隠
―
―
弘
願
が
『
観
経
』
で
は
文
裏
に
隠
れ
て
い
る
こ
と

彰
―
―
弘
願
を
彰
す
こ
と

隠
彰
―
―
隠
即
彰

隠
れ
て
い
る
弘
願
の
義

顕
彰
―
―
顕
文
の
上
に
お
い
て
直
ち
に
弘
願
を
彰
し
て
い
る
も
の

密
―
―
隠
顕
に
通
じ
て
、
如
来
の
密
意
の
弘
深
な
る
を
い
う

４
、
柔
遠
『
六
要
紗
指
玄
録
』
巻
十
二
二
二
丁

顕
・
隠
・
彰
の
三
義

密
は
そ
の
三
に
お
よ
ぶ
本
仏
の
密
意

顕
―
―
経
文
の
順
説
。
定
款
二
善
を
説
く
も
の
。

隠
―
―
隠
覆
の
義
。
弘
願
が
定
散
の
文
に
隠
覆
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

彰
―
―
文
中
に
隠
れ
て
い
る
事
端
が
彰
れ
て
い
る
こ
と
―
―
住
立
空
中
尊
・
摂
取
不
捨
の
文

隠
と
彰
は
、
真
実
を
隠
す
か
、
そ
の
一
端
を
彰
す
か
の
違
い
で
あ
り
、
体
は
一
つ
。

故
に
下
に
合
し
て
隠
彰
と
い
う
。

密
―
―
顕
彰
隠
を
明
す
本
仏
の
密
意
を
い
う

５
、
善
譲
『
真
宗
論
要
』（
『
真
叢
』
一
―
六
五
一
）

顕
・
彰
の
二
義

顕
―
―
顕
相
。
釈
迦
の
顕
。
弥
陀
教
は
、
隠
れ
る
。
権
が
実
を
覆
う
。

し
か
し
顕
の
顕
た
る
所
以
は
、
隠
影
よ
り
こ
れ
を
知
る
。

隠
彰
―
定
散
に
隠
覆
せ
ら
れ
て
あ
る
も
の
を
彰
と
名
づ
く
る
は
、
定
散
の
底
に
弘
願
あ
り
と
指
図

す
る
の
が
彰
の
す
が
た
で
、
銓
表
の
意
。
上
に
「
開
三
輩
三
心
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に
利
他

の
一
心
が
廻
り
込
ん
で
あ
る
故
に
「
演
暢
」
と
い
う
。
上
に
「
顕
定
散
諸
善
」
と
あ
り
、
そ

の
下
に
弘
願
満
ち
て
あ
り
。
上
に
覆
う
定
散
を
方
便
と
す
る
と
こ
ろ
、
下
に
あ
る
弘
願
自
ら

彰
る
。
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〔
義
相
①

『
観
経
』
隠
顕
〕

■

行

顕

彰
（
隠
密
）

序
分

証
信
序

発
起
序

化
前
序

禁
父
縁

達
多
（
提
婆
達
多
）・
闍
世
（
阿
闍

禁
母
縁

世
）
の
悪
逆
に
よ
り
て

厭
苦
縁

欣
浄
縁

光
台
現
国

韋
提
別
選
の
正
意
に
よ
り
て

散
善
顕
行
縁

釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す

去
此
不
遠

定
善
示
観
縁

正
宗
分

定
善

日
観

観
察

定
散
の

水
観

依

仮

諸
善
（
二
善
）

地
観

宝
樹
観

宝
池
観

宝
楼
観

華
座
観

真

如
来
の
弘
願
（
住
立
空
中
尊
）

像
観

正

仮

真
身
観

真

如
来
の
弘
願
（
光
明
摂
取
）

観
音
観

勢
至
観

普
観

雑
想
観

散
善

上
輩
観

上
上
品

行
福

三
輩

三
心

三
心

三
福

利
他
通
入
の
一
心

上
中
品

自
利
各
別

上
下
品

中
輩
観

中
上
品

戒
福

中
中
品

中
下
品

世
福

下
輩
観

下
上
品

称
名

下
中
品

下
下
品

転
教
口
称

弥
陀
大
悲
の
本
願
を
開
闡
す

得
益
分

流
通
分

名
を
持
て

耆
闍
分

顕彰隠密ノート 2024/10/更新
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Ｑ

親
鸞
聖
人
の
観
経
の
読
み
方
如
何

Ａ

顕
と
彰
の
読
み
方
が
あ
る
。

顕

文
の
表
に
は
っ
き
り
と
顕
わ
れ
て
い
る
い
わ
れ
を
読
む

彰(
隠
密)

密
か
に
隠
れ
て
彰
わ
さ
れ
て
い
る
い
わ
れ
を
読
む

Ｑ

文
証
如
何

Ａ

「
化
身
土
文
類
」
観
経
隠
顕
（
『
註
釈
版
』381

頁
）

釈
家
の
意
に
よ
り
て
『
無
量
寿
仏
観
経
』
を
案
ず
れ
ば
、
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
。

顕
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
定
散
諸
善
を
顕
し
、
三
輩
・
三
心
を
開
く
。
し
か
る
に
二
善
・
三
福
は
報
土

の
真
因
に
あ
ら
ず
。
諸
機
の
三
心
は
自
利
各
別
に
し
て
、
利
他
の
一
心
に
あ
ら
ず
。
如
来
の
異
の
方
便
、

欣
慕
浄
土
の
善
根
な
り
。
こ
れ
は
こ
の
経
の
意
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
顕
の
義
な
り
。

彰
と
い
ふ
は
、
如
来
の
弘
願
を
彰
し
、
利
他
通
入
の
一
心
を
演
暢
す
。
達
多
（
提
婆
達
多
）・
闍
世
（
阿

闍
世
）
の
悪
逆
に
よ
り
て
、
釈
迦
微
笑
の
素
懐
を
彰
す
。
韋
提
別
選
の
正
意
に
よ
り
て
、
弥
陀
大
悲
の

本
願
を
開
闡
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
こ
の
経
の
隠
彰
の
義
な
り
。

Ｑ

釈
家
の
意
と
は
？

Ａ

善
導
大
師
『
観
経
四
帖
疏
』
の
意
で
、
特
に
「
玄
義
分
」
序
題
門
の
要
弘
二
門
を
承
け
て
い
る
。

善
導
大
師

『
観
経
四
帖
疏
』「
玄
義
分
」
序
題
門
（
『
七
祖
篇
註
釈
版
』300
頁
・
『
註
釈
版
』383

頁
）

た
だ
願
は
く
は
如
来
、
わ
れ
に
思
惟
を
教
へ
た
ま
へ
、
わ
れ
に
正
受
を
教
へ
た
ま
へ
」
と
い
ふ
に
よ
り

て
、
し
か
も
娑
婆
の
化
主
（
釈
尊
）
は
そ
の
請
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
す
な
は
ち
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
き
、

安
楽
の
能
人
（
阿
弥
陀
仏
）
は
別
意
の
弘
願
を
顕
彰
し
た
ま
ふ
。

そ
の
要
門
と
は
す
な
は
ち
こ
の
『
観
経
』
の
定
散
二
門
こ
れ
な
り
。

「
定
」
は
す
な
は
ち
慮
り
を
息
め
て
も
つ
て
心
を
凝
ら
す
。

「
散
」
は
す
な
は
ち
悪
を
廃
し
て
も
つ
て
善
を
修
す
。

こ
の
二
行
を
回
し
て
往
生
を
求
願
す
。

弘
願
と
い
ふ
は
『
大
経
』（
上
・
意
）
に
説
き
た
ま
ふ
が
ご
と
し
。

Ｑ

顕
彰
、
要
弘
そ
れ
ぞ
れ
内
容
を
示
せ

Ａ

顕
（
要
門
）

定
・
散
の
諸
善

三
輩
・
三
心
、
二
善
・
三
福

彰
（
弘
願
）

如
来
の
弘
願

利
他
通
入
の
一
心

顕
の
義

□定

姿
勢
を
正
し
、
雑
念
を
去
り
、
注
意
力
を
浄
土
の
一
点
に
集
中
し
て
、
経
に
説
か
れ
て
い
る
と
お
り
に
浄
土

の
す
が
た
を
想
い
描
き
、
仏
や
菩
薩
の
姿
を
ま
の
あ
た
り
想
い
う
か
べ
て
い
く
修
行

散

日
常
的
な
散
り
乱
れ
た
心
の
ま
ま
で
、
悪
行
を
や
め
て
善
き
行
い
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

福

善
と
同
義
。
自
他
に
し
あ
わ
せ
を
も
た
ら
す
行
い

行
福

大
乗
の
行
。
自
他
と
も
に
さ
と
り
を
完
成
し
よ
う
と
願
う
菩
提
心
を
起
こ
し
て
、
大
乗
経
典
を
読
誦
し
、

そ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
善
行
を
自
分
も
行
い
、
人
に
も
勧
め
て
い
く
こ
と

顕彰隠密ノート 2024/10/更新
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戒
福

部
派
仏
教
の
戒
行
。
戒
律
を
た
も
ち
、
生
活
を
浄
化
し
て
い
く

世
福

父
母
に
孝
養
を
つ
く
し
、
仁
義
礼
智
信
と
い
っ
た
世
俗
の
生
活
に
お
け
る
徳
目
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

Ｑ

下
品
は
ど
ん
な
人
？

Ａ

悪
業
を
行
っ
て
き
た
。
罪
の
軽
・
次
・
重
に
よ
っ
て
三
種
に
分
け
た
。

Ｑ

そ
の
人
が
往
生
す
る
因
行
は
？

Ａ

散
乱
心
の
ま
ま
に
称
名
を
す
る
の
で
散
善
で
、
大
乗
の
行
な
の
で
行
福
に
あ
た
る
。

Ｑ

諸
善
・
三
心
と
は
？

Ａ

定
善
・
散
善
の
行
と
信
。

Ｑ

定
善
・
散
善
の
行
の
特
徴
は
？

Ａ

1

人1

人
の
人
生
で
ど
れ
だ
け
善
を
行
っ
た
か
が
違
う
。
行
が
違
う
の
で
信
も
違
う
。
し
た
が
っ
て
往
生
に

も
差
が
あ
る
の
で
三
種
や
更
に
細
か
く
九
種
の
因
果
が
説
か
れ
る
。千
差
万
別
を
総
じ
て
上
中
下
の
三
輩
と
い
う
。

Ｑ

諸
機
の
三
心
と
は
？

Ａ

至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心
の
三
心
。

定
善
と
組
み
合
え
ば
、
観
念
の
行
を
往
生
行
に
転
換
す
る
自
力
の
三
心

三
福
散
善
と
組
み
合
え
ば
、
三
福
行
を
往
生
行
と
転
換
す
る
自
力
の
三
心

Ｑ

如
来
の
異
の
方
便
、
欣
慕
浄
土
の
善
根
と
は
？

Ａ

「
諸
仏
如
来
有
異
方
便
」
と
い
へ
り
、
す
な
は
ち
こ
れ
定
散
諸
善
は
方
便
の
教
た
る
こ
と
を
顕
す
な
り
。（
『
註

釈
版
』382

頁
）

彰
の
義

□Ｑ

如
来
の
弘
願
と
は
？

Ａ

阿
弥
陀
如
来
の
ひ
ろ
く
大
き
な
願
い
で
、
『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
第
十
八
願
の
願
力
に
よ
っ
て
往
生
せ

し
め
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。
行
文
類
に
釈
が
あ
る
。

（
『
註
釈
版
』168

頁
）
ま
た
、『
観
経
』
で
は
住
立
空
中

尊
と
光
明
摂
取
が
弘
願
法
。

「
行
文
類
」
大
行
釈

引
文
（
『
註
釈
版
』168

頁
）

【29

】

ま
た
い
は
く
（
玄
義
分
三
〇
一
）
、「
弘
願
と
い
ふ
は
『
大
経
』
の
説
の
ご
と
し
。
一
切
善
悪
の
凡
夫
、

生
ず
る
こ
と
を
得
る
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
（
乗
の
字
、
駕
な
り
、
勝
な
り
、
登
な
り
、
守
な
り
、

覆
な
り
）
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
は
な
し
」
と
。

【
『
現
代
語
版
』
】

「
弘
願
と
い
う
の
は
『
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
善
人
も
悪
人
も
す

べ
て
の
凡
夫
が
往
生
で
き
る
の
は
、
み
な
阿
弥
陀
仏
の
大
い
な
る
本
願
の
は
た
ら
き
に
乗
じ
る
［
（
乗
の
字
は
、

か
ご
に
の
る
と
い
う
駕
の
意
味
で
あ
り
、
自
力
に
ま
さ
る
と
い
う
勝
の
意
味
で
あ
り
、
舟
に
の
る
と
い
う
登
の
意

味
で
あ
り
、
仏
に
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
守
の
意
味
で
あ
り
、
お
お
わ
れ
護
ら
れ
る
と
い
う
覆
の
意
味
で
あ
る
）
］

の
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
と
し
な
い
も
の
は
な
い
」

Ｑ

釈
迦
微
笑
の
素
懐
と
は
何
か
？

Ａ

阿
弥
陀
仏
と
釈
尊
が
一
致
し
て
機
法
の
二
実
を
示
す
。

顕彰隠密ノート 2024/10/更新
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す
な
わ
ち
最
下
の
悪
機
が
他
力
に
帰
す
る
こ
と
が
二
尊
の
意
。

Ｑ

彰
（
弘
願
）
の
行
は
？
。

Ａ

下
下
品
「
具
足
十
念
称
南
無
阿
弥
陀
仏
」

Ｑ

根
拠
は
如
何
？

Ａ

「
流
通
分
」
に
名
を
持
つ
こ
と
が
こ
の
経
の
本
意
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。

『
観
経
』（
『
註
釈
版
』117
頁
）

仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
「
こ
の
経
を
ば
〈
極
楽
国
土
・
無
量
寿
仏
・
観
世
音
菩
薩
・
大
勢
至
菩

薩
を
観
ず
〉
と
名
づ
く
。
ま
た
〈
業
障
を
浄
除
し
諸
仏
の
前
に
生
ず
〉
と
名
づ
く
。
な
ん
ぢ
ま
さ
に
受

持
す
べ
し
。
忘
失
せ
し
む
る
こ
と
な
か
れ
。
こ
の
三
昧
を
行
ず
る
も
の
は
、
現
身
に
無
量
寿
仏
お
よ
び

二
大
士
を
見
る
こ
と
を
得
。
も
し
善
男
子
・
善
女
人
、
た
だ
仏
名
・
二
菩
薩
名
を
聞
く
だ
に
、
無
量
劫

の
生
死
の
罪
を
除
く
。
い
か
に
い
は
ん
や
憶
念
せ
ん
を
や
。
も
し
念
仏
す
る
も
の
は
、
ま
さ
に
知
る
べ

し
、
こ
の
人
は
こ
れ
人
中
の
分
陀
利
華
な
り
。
観
世
音
菩
薩
・
大
勢
至
菩
薩
、
そ
の
勝
友
と
な
る
。
ま

さ
に
道
場
に
坐
し
諸
仏
の
家
に
生
ず
べ
し
」
と
。
仏
、
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
、
「
な
ん
ぢ
、
よ
く
こ

の
語
を
持
て
。
こ
の
語
を
持
て
と
い
ふ
は
、
す
な
は
ち
こ
れ
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て
と
な
り
」
と
。

善
導
大
師
『
観
経
四
帖
疏
』
流
通
分
（
『
註
釈
版
七
祖
篇
』500
頁
）

六
に
「
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
」
よ
り
以
下
は
、
ま
さ
し
く
弥
陀
の
名
号
を
付
属
し
て
、
遐
代
に
流
通

せ
し
め
た
ま
ふ
こ
と
を
明
か
す
。
上
来
定
散
両
門
の
益
を
説
く
と
い
へ
ど
も
、
仏
の
本
願
に
望
む
る
に
、

意
、
衆
生
を
し
て
一
向
に
も
つ
ぱ
ら
弥
陀
仏
の
名
を
称
せ
し
む
る
に
あ
り
。

Ｑ

顕
の
義
の
称
名
と
、
彰
の
義
の
称
名
と
の
違
い
は
何
か
？

Ａ

顕
の
称
名
は
自
業
自
得
の
道
理
で
散
善
の
劣
行
。

彰
の
称
名
は
阿
弥
陀
仏
の
願
力
に
乗
託
し
て
い
る
行
業
で
、
定
善
で
も
散
善
で
も
な
い
。
選
択
本
願
の
最
勝
の
行
。

Ｑ

利
他
通
入
の
一
心
と
は
何
か
？

Ａ

利
他
と
は
利
他
力
の
こ
と
で
、
阿
弥
陀
仏
が
衆
生
に
恵
み
与
え
る
は
た
ら
き

通
入
と
は
定
機
も
散
機
も
同
じ
く
願
力
に
乗
じ
て
浄
土
へ
通
入
す
る
こ
と

一
心
と
は
三
心
即
一
の
深
心
。
自
利
格
別
の
三
心
に
対
す
る
。
た
ま
わ
り
た
る
信
心
。

『
大
経
』
至
心
・
信
楽
・
欲
生
我
国

『
観
経
』
至
誠
心
・
深
心
・
廻
向
発
願
心

顕彰隠密ノート 2024/10/更新
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〔
義
相
②

『
小
経
』
隠
顕
〕

■小
経
全
体
の
図

序
分

正

宗

依
正
段

依
報

方
処

西
方

分

浄
土

距
離

経
過
・
超
過

正
報

仏

今
現
在
説
法

仏
と

衆
生

無
有
衆
苦

聖
衆

浄
土
荘
厳

1

宝
樹
囲
繞

2

七
宝
蓮
池

3

天
楽
華
雨

4
化
鳥
法
音

5
微
風
妙
音

光
寿
二
無
量

仏
名

果

光
明
無
量

で
き
る
よ

寿
命
無
量

う
に
な
っ

因
果
段

果

往
生
し
た
者
は

た

不
退
の
菩
薩

一
生
補
処
の
菩
薩

因

往
生
す
る
に
は

執
持
名
号

執
持
名
号

証
誠
段

・
諸
仏
に
讃
嘆
さ
れ

る
仏
と
な
っ
た

・
阿
弥
陀
仏
不
可
思

議

功
徳
を
信
ぜ
よ

・
仏
の
所
説
と
法
門

の

名
を
聞
く
者
は

不
退
転
を
得
る

流
通
分

難
信
之
法

顕彰隠密ノート 2024/10/更新
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Ｑ

親
鸞
聖
人
の
小
経
の
読
み
方
如
何

Ａ

顕
と
彰
の
読
み
方
が
あ
る
。

Ｑ

文
証
如
何

Ａ

「
化
身
土
文
類
」
小
経
隠
顕
（
『
註
釈
版
』397

頁
）

『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
、
こ
の
『
経
』
に
ま
た
顕
彰
隠
密
の
義
あ
る
べ
し
。

顕
と
い
ふ
は
、

経
家
は
一
切
諸
行
の
少
善
を
嫌
貶
し
て
、

善
本
・
徳
本
の
真
門
を
開
示
し
、

自
利
の
一
心
を
励
ま
し
て

難
思
の
往
生
を
勧
む
。

顕
（
方
便
）

彰
（
真
実
）

序
分

正
宗
分

依
正
段

光
寿
二
無
量

因
果
段

難
思
の
往
生

執
持
名
号

一
切
諸
行
の
少
善
を
嫌
貶

「
執
」
の
言
は
心
堅
牢
に
し
て
移
転
せ
ざ
る

善
本
・
徳
本
の
真
門
を
開

こ
と
を
彰
す
な
り
。
「
持
」
の
言
は
不
散
不

示

失
に
名
づ
く
る
な
り
。

「
一
」
の
言
は
無
二
に
名
づ
く
る
の
言
な
り
。

自
利
の
一
心

「
心
」
の
言
は
真
実
に
名
づ
く
る
な
り
。

証
誠
段

流
通
分

真
実
難
信
の
法

彰
と
い
ふ
は
、

真
実
難
信
の
法
を
彰
す
。

（
中
略
）

「
執
」
の
言
は
心
堅
牢
に
し
て
移
転
せ
ざ
る
こ
と
を
彰
す
な
り
。

「
持
」
の
言
は
不
散
不
失
に
名
づ
く
る
な
り
。

「
一
」
の
言
は
無
二
に
名
づ
く
る
の
言
な
り
。

「
心
」
の
言
は
真
実
に
名
づ
く
る
な
り
。

こ
の
『
経
』（
小
経
）
は

大
乗
修
多
羅
の
な
か
の
無
問
自
説
経
な
り
。

（
→
仏
の
本
意
の
教
説
）

三
経
の
大
綱
、
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
と
い
へ
ど
も
、

信
心
を
彰
し
て
能
入
と
す
。

顕彰隠密ノート 2024/10/更新
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各
項
で
目
標
設
定
し
て
み
る
。
平
成
二
二
年
度
「
三
経
隠
顕
」
判
決
に
従
っ
て
会
読
案
を
作
っ
て
み
る
。

一
、
准
知
の
経
釈

な
ぞ
ら
え
る
『
観
経
』
の
隠
顕
構
造

二
、『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
説
の
義

①
嫌
貶
開
示

「
真
門
」
の
語
が
あ
ら
わ
す
２
つ
の
性
質

②
教
説
に
お
け
る
隠
顕
の
か
か
る
箇
所

因
果
段
の
内
容
と
隠
顕
の
確
認

③
第
二
十
願
の
行
・
信
・
証

願
文
に
て
確
認

三
、『
阿
弥
陀
経
』
の
隠
彰
の
義

①
難
信
の
法

悪
世
に
難
信
之
法
を
説
か
れ
た
こ
と
。

出
世
本
懐
で
あ
る
こ
と
。

②
教
頓
機
漸

教
頓

真
実
義

機
漸

聞
損

一
、
准
知
の
経
釈

□Ｑ

出
拠
の
文
を
挙
げ
よ

Ａ

『
観
経
』
に
准
知
す
る
に
、
こ
の
『
経
』
に
ま
た
顕
彰
隠
密
の
義
あ
る
べ
し
。

Ｑ

宗
祖
は
『
観
経
』
は
ど
ん
な
経
だ
と
見
て
い
る
か
。

Ａ

顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
。

（
文
証
）
依
釈
家
之
意
、
按
無
量
寿
仏
観
経
者
、
有
顕
彰
隠
蜜
義
。（
二
、
一
八
五
）

Ｑ

「
釈
家
之
意
」
と
は
何
を
指
す
か

Ａ

善
導
大
師
の
『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」

今
此
観
経
即
以
観
仏
三
昧
為
宗
、
亦
以
念
仏
三
昧
為
宗
。
一
心
廻
願
往
生
浄
土
為
体
。（
一
、
六
六
〇
）

ま
た
、『
観
経
疏
』「
散
善
義
」
、「
仏
号
阿
難
汝
好
持
是
語
」
以
下
の
名
号
付
属
を
釈
し
て
、

上
来
雖

説

定
散
両
門
之
益

、
望

仏

本
願

意
在

衆
生

一
向

専

称

弥
陀
仏

名

。

モレ

ク
ト

二

ヲ一

ム
ル
ニ

二

ノ

ニ一

リ三

ヲ
シ
テ

ニ

ラ

セ
シ
ム
ル
ニ

二

ノ

ヲ一

（
一
、
九
七
二
）
な
ど
の
文
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

『
観
経
』
の
顕
彰
隠
密
の
義
、
如
何
。

Ａ

『
観
経
』（
二
、
一
八
七
）

言
顕
者
、
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即
顕
定
散
諸
善
、

行

開
三
輩
・

機
類

三
心
。

信

自
力
の
至
誠
心
、
深
心
、
廻
向
発
願
心

然
二
善
・
三
福
、

だ
か
ら
定
散
二
善
・
世
戒
行
の
三
福
は

非
報
土
真
因
。

果

報
土
の
真
因
で
は
無
い
。

諸
機
三
心
、
自
利
各
別
而
非
利
他
一
心
。
信

自
利
格
別
の
三
心

如
来
異
方
便
、
欣
慕
浄
土
善
根
。

仏
意

欣
慕
浄
土
善
根

是
此
経
之
意
、
即
是
顕
義
也
。

こ
の
法
門
は
自
力
諸
行
に
よ
る
化
土
往
生
の
法
門
で
あ
っ
て
、
真
実
報
土
の
往
生
を
あ
ら
わ

す
法
門
で
は
な
い
。

言
彰
者
、

彰
如
来
弘
願
、
演
暢
利
他
通
入
一
心
。

信

利
他
通
入
一
心

縁
達
多
・
闍
世
悪
逆
、

彰
釈
迦
微
笑
素
懐
、

釈
尊
の
本
意

因
韋
提
別
選
正
意
、

開
闡
弥
陀
大
悲
本
願
。

弥
陀
の
本
願

斯
乃
此
経
隠
彰
義
也
。

真
実
を
方
便
で
隠
し
、
方
便
を
さ
も
真
実
の
ご
と
く
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
聖
道
に
執
す
る
者
を
し
て
浄
土
願
生

を
勧
め
よ
う
と
さ
れ
る
、
特
別
な
従
仮
入
真
の
仏
意
が
あ
る
こ
と
を
明
か
そ
う
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ

『
観
経
』
顕
彰
隠
密
義
の
所
顕
如
何
。

Ａ

大
観
二
経
の
三
心
一
異
に
答
え
る
。

良
知

、
此
乃

此
経

有

顕
彰
隠
蜜
之
義

。
二
経
三
心
、
将

談

一
異

、
応

善
思
量

也
。
大
経

ヌ

シ

ニ

ル
コ
ト
ヲ

二

一

ニレ

ゼ
ム
ト

二

ヲ一

キ二

ス一

・
観
経
依
顕
義
異
、
依
彰
義
一
也
。
可
知
。（
二
、
一
八
九
）

と
問
答
を
結
ば
れ
る
。
『
大
経
』
の
三
心
と
『
観
経
』
の
三
心
を
対
比
し
て
み
る
と
、
経
の
「
顕
」
の
義
か
ら
い

え
ば
異
な
っ
て
い
る
が
、「
彰
」
の
義
か
ら
い
え
ば
二
経
と
も
に
選
択
本
願
を
宗
と
し
て
い
る
か
ら
一
つ
で
あ
る

と
、
二
経
の
三
心
の
一
異
と
い
う
問
い
に
答
え
た
の
で
あ
る
。

Ｑ

『
観
経
』
は
何
に
よ
っ
て
顕
彰
隠
密
を
知
る
や

Ａ

依
釈
家
之
意

Ｑ

『
小
経
』
は
何
に
よ
っ
て
顕
彰
隠
密
を
知
る
や

Ａ

『
観
経
』
に
准
知
す
る
に

Ｑ

な
ぜ
釈
家
之
意
に
依
ら
な
い
の
か
。

Ａ

明
確
に
隠
顕
を
示
す
釈
家
之
意
が
な
い
か
ら
。
ゆ
え
に
「
顕
彰
隠
密
の
義
あ
り
」
で
は
な
く
、「
あ
る
べ
し
」

と
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ

宗
祖
オ
リ
ジ
ナ
ル
か
？

Ａ

自
力
念
仏
往
生
の
法
門
を
弁
別
さ
れ
た
の
は
宗
祖
の
真
仮
論
の
独
自
性
を
物
語
る
。

Ｑ

ど
の
よ
う
に
准
知
さ
れ
た
の
か
。

Ａ

明
言
は
無
い
が
、
お
そ
ら
く
『
観
経
』
の
下
上
品
の
教
説
と
そ
れ
に
対
す
る
善
導
、
法
然
両
祖
の
指
南
に
よ
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る
と
考
え
ら
れ
る
。（
梯
實
圓
和
上
『
顕
浄
土
化
身
土
文
類
講
讃
』
一
三
〇
頁
、
三
八
五
頁
）

『
観
経
』
下
上
品
の
文

命
終
ら
ん
と
す
る
と
き
、
善
知
識
、
た
め
に
大
乗
十
二
部
経
の
首
題
名
字

聞
経
題
の
善

を
讃
ず
る
に
遇
は
ん
。
か
く
の
ご
と
き
の
諸
経
の
名
を
聞
く
を
も
つ
て
の

往
因
い
ま
だ
成
就
せ
ず

ゆ
ゑ
に
、
千
劫
の
極
重
の
悪
業
を
除
却
す
。
智
者
ま
た
教
へ
て
、
合
掌
・

叉
手
し
て
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
せ
し
む
。
仏
名
を
称
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
五

称
名
の
善

十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
く
。
そ
の
と
き
か
の
仏
、
す
な
は
ち
化
仏
・
化

往
因
成
就

観
世
音
・
化
大
勢
至
を
遣
は
し
て
行
者
の
前
に
至
ら
し
め
、〔
化
仏
等
の
〕

讃
め
て
い
は
く
、
〈
善
男
子
、
な
ん
ぢ
仏
名
を
称
す
る
が
ゆ
ゑ
に
も
ろ
も

称
名
の
功
の
み
褒
め
る

ろ
の
罪
消
滅
す
。
わ
れ
来
り
て
な
ん
ぢ
を
迎
ふ
〉
と
。

『
散
善
義
』
下
上
品

し
か
る
に
仏
の
願
意
に
望
む
れ
ば
、
た
だ
勧
め
て
正
念
に
名
を
称
せ
し
む
。
往
生
の
義
、
疾
き
こ
と
雑

散
の
業
に
同
じ
か
ら
ず
。

本
願
の
行
で
あ
る
念
仏
と
、
非
本
願
の
行
で
あ
る
聞
経
の
よ
う
な
「
雑
散
の
業
」
と
で
は
、
そ
の
功
徳
は
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
勝
れ
て
い
る
。

【
参
考
】
稲
城
和
上
は
下
下
品
で
説
明
さ
れ
る
。

観
経

下
下
品

唯
信
鈔
文
意

稲
城
選
恵
和
上

『
阿
弥
陀
経
の
本
義
』

か
く
の
ご
と
き
の
愚
人
、
命
終

教
え
る
側
に
自
力
他

ら
ん
と
す
る
と
き
に
臨
み
て
、

力
の
別
は
無
い

善
知
識
の
種
々
に
安
慰
し
て
、

た
め
に
妙
法
を
説
き
、
教
へ
て

念
仏
せ
し
む
る
に
遇
は
ん
。

こ
の
人
、
苦
に
逼
め
ら
れ
て
念

ま
ご
こ
ろ
を
こ
め
て

仏
す
る
に
遑
あ
ら
ず
。

念
仏
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
（
聞
損
）

善
友
、
告
げ
て
い
は
く
、
〈
な

「
汝
若
不
能
念
」
（
観
経
）
と
い
ふ
は
、
五

ん
ぢ
も
し
念
ず
る
あ
た
は
ず

逆
・
十
悪
の
罪
人
、
不
浄
説
法
の
も
の
、
や

は
、
ま
さ
に
無
量
寿
仏
〔
の
名
〕
ま
ふ
の
く
る
し
み
に
と
ぢ
ら
れ
て
、
こ
こ
ろ

を
称
す
べ
し
〉
と
。

に
弥
陀
を
念
じ
た
て
ま
つ
ら
ず
は
、
た
だ
口

に
南
無
阿
弥
陀
仏
と
と
な
へ
よ
と
す
す
め
た

ま
へ
る
御
の
り
な
り
。
こ
れ
は
称
名
を
本
願

と
誓
ひ
た
ま
へ
る
こ
と
を
あ
ら
は
さ
ん
と
な
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り
。
「
応
称
無
量
寿
仏
」
（
観
経
）
と
の
べ
た

ま
へ
る
は
こ
の
こ
こ
ろ
な
り
。
「
応
称
」
は

と
な
ふ
べ
し
と
な
り
。

か
く
の
ご
と
く
心
を
至
し
て
、

声
を
し
て
絶
え
ざ
ら
し
め
て
、

十
念
を
具
足
し
て
南
無
阿
弥
陀

仏
と
称
せ
し
む
。
仏
名
を
称
す

他
力
の
念
仏

る
が
ゆ
ゑ
に
、
念
々
の
な
か
に

お
い
て
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪

を
除
く
。

二
、『
阿
弥
陀
経
』
の
顕
説
の
義

□

①
嫌
貶
開
示

Ｑ

『
小
経
』
の
顕
説
の
釈
義
如
何
。

Ａ

顕
と
い
ふ
は
、
経
家
は
一
切
諸
行
の
少
善
を
嫌
貶
し
て
、
善
本
・
徳
本
の
真
門
を
開
示
し
、
自
利
の
一
心
を

励
ま
し
て
難
思
の
往
生
を
勧
む
。
こ
こ
を
も
つ
て『
経
』
（
同
）
に
は「
多
善
根
・
多
功
徳
・
多
福
徳
因
縁
」
と
説

き
、
釈
（
法
事
讃
・
下
）
に
は「
九
品
と
も
に
回
し
て
不
退
を
得
よ
」
と
い
へ
り
。
あ
る
い
は「
無
過
念
仏
往
西
方
三

念
五
念
仏
来
迎
」
（
同
・
意
）
と
い
へ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
こ
の『
経
』
（
小
経
）
の
顕
の
義
を
示
す
な
り
。
こ
れ
す
な
は

ち
真
門
の
な
か
の
方
便
な
り
。

Ｑ

文
意
如
何
。

Ａ
経
家
は

釈
尊
は

一
切
諸
行
の
少
善
を

観
経
所
説
の
定
散
諸
行
を
少
善
で
あ
る
と
嫌
貶

不
可
以
少
善
根

嫌
貶
し
て
、

さ
れ
た

福
徳
因
縁

得
生
彼
国

善
本
・
徳
本
の
真
門
を

【
行
】
一
日
七
日
一
心
不
乱
の
念
仏
を
大
善
根
、

聞
説
阿
弥
陀
仏

開
示
し
、

多
功
徳
、
多
福
徳
と
し
て
開
示
さ
れ
た

執
持
名
号

若
一
日
…
若
七
日

自
利
の
一
心
を

【
信
】
自
力
の
信
心

一
心
不
乱

励
ま
し
て

【
証
】
臨
終
来
迎

臨
命
終
時
阿
弥
陀

仏
與
諸
聖
衆
現
在

難
思
の
往
生
を
勧
む
。

其
前
。
是
人
終
時
、

心
不
顛
倒
即
得
往

生
阿
弥
陀
仏
極
楽

国
土
。
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Ｑ

諸
行
少
善
根
・
念
仏
多
善
根
の
指
南
は
何
に
よ
る
か

Ａ

王
日
休
『
龍
舒
増
広
浄
土
文
』
巻
一
（
Ｔ
四
七
、
二
五
七
）

「
阿
弥
陀
経
脱
文
」

T1970_.47.0257a11:

阿
彌
陀
經
脱
文

T1970_.47.0257a12:

襄
陽
石
刻
阿
彌
陀
經
乃
隋
陳
仁
稜
所
書
。
字
畫

T1970_.47.0257a13:

清
婉
。
人
多
慕
玩
。
自
一
心
不
亂
而
下
云
。
專
持
名

T1970_.47.0257a14:
號
以
稱
名
。
故
諸
罪
消
滅
。
即
是
多
善
根
福
徳
因

T1970_.47.0257a15:
縁
。
今
世
傳
本
脱
此
二
十
一
字
。

『
選
択
集
』
多
善
根
章
（
一
、
一
三
一
六
）

【13

】

念
仏
を
も
つ
て
多
善
根
と
な
し
、
雑
善
を
も
つ
て
少
善
根
と
な
す
文
。

『
阿
弥
陀
経
』
に
の
た
ま
は
く
、「
少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
も
つ
て
、
か
の
国
に
生
ず
る

こ
と
を
得
べ
か
ら
ず
。
舎
利
弗
、
も
し
善
男
子
・
善
女
人
あ
り
て
、
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞

き
て
、
名
号
を
執
持
し
て
、
も
し
は
一
日
、
も
し
は
二
日
、
も
し
は
三
日
、
も
し
は
四
日
、

も
し
は
五
日
、
も
し
は
六
日
、
も
し
は
七
日
、
心
を
一
に
し
て
乱
ら
ず
は
、
そ
の
人
命
終

の
時
に
臨
み
て
、
阿
弥
陀
仏
も
ろ
も
ろ
の
聖
衆
と
現
じ
て
、
そ
の
前
に
ま
し
ま
さ
ん
。
こ
の

人
終
時
に
心
顛
倒
せ
ず
し
て
、
す
な
は
ち
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
」

P--1275

と
。善

導
こ
の
文
を
釈
し
て
い
は
く
（
法
事
讃
・
下
）、

「
極
楽
無
為
涅
槃
の
界
に
は
、
縁
に
随
ふ
雑
善
は
お
そ
ら
く
は
生
じ
が
た
し
。

ゆ
ゑ
に
如
来
（
釈
尊
）、
要
法
を
選
び
て
、
教
へ
て
弥
陀
を
念
ぜ
し
む
る
こ
と
専
に
し
て

ま
た
専
な
ら
し
む
。

七
日
七
夜
、
心
無
間
な
れ
。
長
時
に
行
を
起
す
も
ま
す
ま
す
み
な
し
か
な
り
。

終
り
に
臨
み
て
聖
衆
、
華
を
持
ち
て
現
じ
た
ま
ふ
。
身
心
踊
躍
し
て
金
蓮
に
坐
す
。

坐
す
る
時
に
す
な
は
ち
無
生
忍
を
得
。
一
念
に
迎
へ
将
て
仏
前
に
至
る
。

法
侶
衣
を
も
つ
て
競
ひ
来
り
て
着
す
。
不
退
を
証
得
し
て
三
賢
に
入
る
」
と
。

わ
た
く
し
に
い
は
く
、「
少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
も
つ
て
、
か
の
国
に
生
ず
る
こ
と

を
得
べ
か
ら
ず
」
と
い
ふ
は
、
諸
余
の
雑
行
は
か
の
国
に
生
じ
が
た
し
。
ゆ
ゑ
に
「
随

縁
雑
善
恐
難
生
」
と
い
ふ
。
少
善
根
と
は
多
善
根
に
対
す
る
言
な
り
。
し
か
れ
ば
す
な

は
ち
雑
善
は
こ
れ
少
善
根
な
り
、
念
仏
は
こ
れ
多
善
根
な
り
。
ゆ
ゑ
に
龍
舒
の
『
浄
土

文
』
に
い
は
く
、「
襄
陽
の
石
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
刻
れ
り
。
す
な
は
ち
隋
の
陳
仁
稜

が
書
け
る
と
こ
ろ
の
字
画
、
清
婉
に
し
て
人
多
く
慕
ひ
玩
ぶ
。〈
一
心
不
乱
〉
よ
り
下

P--1276に
、〈
専
持
名
号
以
称
名
故
諸
罪
消
滅
即
是
多
善
根
福
徳
因
縁
〉
と
い
ふ
。
今
世
の
伝

本
に
こ
の
二
十
一
字
を
脱
せ
り
」
と
。｛
以
上
｝

た
だ
多
少
の
義
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
ま

た
大
小
の
義
あ
り
。
い
は
く
雑
善
は
こ
れ
小
善
根
な
り
、
念
仏
は
こ
れ
大
善
根
な
り
。

ま
た
勝
劣
の
義
あ
り
。
い
は
く
雑
善
は
こ
れ
劣
の
善
根
な
り
、
念
仏
は
こ
れ
勝
の
善
根

な
り
。
そ
の
義
知
る
べ
し
。
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こ
れ
ら
を
証
文
と
し
て
い
る
。

『
化
身
土
文
類
』（
二
、
二
〇
四
）

【55
】
元
照
律
師
の
『
弥
陀
経
の
義
疏
』
に
い
は
く
、「
如
来
、
持
名
の
功
勝
れ
た
る
こ
と
を

明
か
さ
ん
と
欲
す
。
ま
づ
余
善
を
貶
し
て
少
善
根
と
す
。
い
は
ゆ
る
布
施
・
持
戒
・
立
寺
・

造
像
・
礼
誦
・
座
禅
・
懺
念
・
苦
行
、
一
切
福
業
、
も
し
正
信
な
け
れ
ば
、
回
向
願
求
す
る

に
み
な
少
善
と
す
。
往
生
の
因
に
あ
ら
ず
。
も
し
こ
の
経
に
よ
り
て
名
号
を
執
持
せ
ば
、
決

定
し
て
往
生
せ
ん
。
す
な
は
ち
知
ん
ぬ
、
称
名
は
こ
れ
多
善
根
・
多
福
徳
な
り
と
。
む
か

し
こ
の
解
を
な
し
し
、
人
な
ほ
遅
疑
し
き
。
近
く
襄
陽
の
石
碑
の
経
の
本
文
を
得
て
、
理
冥

符
せ
り
。
は
じ
め
て
深
信
を
懐
く
。
か
れ
に
い
は
く
、〈
善
男
子
・
善
女
人
、
阿
弥
陀
仏
を

説
く
を
聞
き
て
、
一
心
に
し
て
乱
れ
ず
、
名
号
を
専
称
せ
よ
。
称
名
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、

諸
罪
消
滅
す
。
す
な
は
ち
こ
れ
多
功
徳
・
多
善
根
・
多
福
徳
因
縁
な
り
〉」
と
。｛
以
上
｝

Ｑ

一
心
と
は
な
ぜ
一
心
と
い
う
の
か
。

Ａ

二
行
雑
わ
る
こ
と
な
き
が
ゆ
え
に
。

（
文
証
）
観
経
隠
顕
（
二
、
一
九
六
）

『
小
本
』（
小
経
）
に
は
「
一
心
」
と
の
た
ま
へ
り
、

二
行
雑
は
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
一
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。
ま
た
一
心
に
つ
い
て
深
あ

り
浅
あ
り
。
深
と
は
利
他
真
実
の
心
こ
れ
な
り
、
浅
と
は
定
散
自
利
の
心
こ
れ
な
り
。

Ｑ

二
行
ま
じ
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
と
心
と
は
関
係
な
い
じ
ゃ
な
い
か

Ａ

所
修
の
行
が
一
行
で
あ
る
か
ら
、
能
修
の
心
も
一
心
で
あ
る
と
、
行
に
随
え
て
心
に
一
心
と
名
づ
け
て
い
た
。

Ｑ

「
ま
た
一
心
に
つ
い
て
深
あ
り
浅
あ
り
。」
の
文
意
如
何
。

Ａ

自
利
の
一
心
は
浅
薄
。
利
他
の
一
心
は
深
厚
。
今
は
前
者
の
自
利
の
一
心
を
も
っ
て
嫌
貶
開
示
さ
れ
た
名
号

を
執
持
す
る
行
信
に
よ
る
往
生
を
明
か
す
の
が
、
顕
の
義
で
あ
る
。
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②
教
説
に
お
け
る
隠
顕
の
か
か
る
箇
所

因
果
段
（
修
因
段
）

「
修
因
」
の
語
は
法
然
聖
人
漢
語
灯
録
『
小
経
釈
』（
真
聖
全
四
、
三
六
六
）
に
よ
る
。

小
経

顕
（
方
便
）

彰
隠
密
（
真
実
）

舎
利
弗
、
少
善
根
福
徳
の
因
縁
を
も

多
善
根
を
回
向
す
れ
ば
往
生

名
号
は
万
徳
の
所
帰
で
あ
っ
て

つ
て
か
の
国
に
生
ず
る
こ
と
を
得
べ

一
念
一
無
上
・
十
念
十
無
上
の
利

か
ら
ず
。

益

舎
利
弗
、
も
し
善
男
子
・
善
女
人

不
如
実
の
聞

如
実
の
聞

あ
り
て
、
阿
弥
陀
仏
を
説
く
を
聞
き

如
来
会
第
二
十
願

仏
願
の
生
起
本
末
を
聞
き
て
疑
心

て
、

「
聞
説
我
名
以
己
善
根
回
向
極
楽
」
有
る
こ
と
無
し

名
号
を
執
持
す
る
こ
と
、

執
持
を
心
念
と
と
れ
ば
心
に
名
号

他
力
の
信
心

を
憶
念
し
て
忘
れ
ず
、
称
名
と
と

執
は
心
、
堅
牢
に
し
て
移
転
せ
ず
。

れ
ば
誦
念
し
て
忘
れ
ず
《
『
狐
山

持
は
不
散
不
失
に
名
づ
く
。

の
疏
』
「
信
力
故
執
受
」
「
念
力
故

『
略
典
』
「
執
持
即
一
心
」
（
２
７

住
持
」（
２
０
５
）》

５
）

自
力
起
行
の
一
心
を
も
っ
て
名
号

を
称
念
す
る

も
し
は
一
日
、
も
し
は
二
日
、
も
し

従
少
向
多

自
力
念
仏

「
若
」
は
乃
至

は
三
日
、
も
し
は
四
日
、
も
し
は
五

一
生
涯
多
善
根
を
積
植
策
励

自
力
無
功

信
相
続

日
、
も
し
は
六
日
、
も
し
は
七
日
、

一
が
ス
タ
ー
ト
、
七
が
完
成
。（
『
漢

語
灯
』
四
、
３
６
９
）

一
心
に
し
て
乱
れ
ざ
れ
ば
、

自
力
起
行
の
一
心

他
力
の
信
心

一
は
無
二
、
心
は
真
実

そ
の
人
、
命
終
の
と
き
に
臨
み
て
、

臨
終
来
迎

阿
弥
陀
仏
、
も
ろ
も
ろ
の
聖
衆
と
現

じ
て
そ
の
前
に
ま
し
ま
さ
ん
。
こ
の

人
終
ら
ん
と
き
、
心
顛
倒
せ
ず
し
て
、

す
な
は
ち
阿
弥
陀
仏
の
極
楽
国
土
に

往
生
す
る
こ
と
を
得
。
舎
利
弗
、
わ

れ
こ
の
利
を
見
る
が
ゆ
ゑ
に
、
こ
の

言
を
説
く
。
も
し
衆
生
あ
り
て
、
こ

の
説
を
聞
か
ん
も
の
は
、
ま
さ
に
発

願
し
て
か
の
国
土
に
生
る
べ
し
。
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③
第
二
十
願
の
行
・
信
・
証

『
大
経
』（
一
、
二
六
）

設
我
得
仏
、
十
方
衆
生
、
聞
我
名
号
係
念
我
国
植
諸
徳
本
、
至
心
廻
向
欲
生
我
国
、
不
果
遂
者
不
取
正
覚

『
如
来
会
』（
一
、
三
〇
三
）

若
我
成
仏
、
無
量
国
中
諸
有
衆
生
、
聞
説
我
名
、
以
己
善
根
回
向
極
楽
。
若
不
生
者
不
取
菩
提
。

『
化
身
土
文
類
』（
二
、
一
九
八
）

【37

】

ま
た
問
ふ
。
『
大
本
』
（
大
経
）
と
『
観
経
』
の
三
心
と
、
『
小
本
』
（
小
経
）
の
一
心
と
、

一
異
い
か
ん
ぞ
や
。

答
ふ
。
い
ま
方
便
真
門
の
誓
願
に
つ
い
て
、
行
あ
り
信
あ
り
。
ま
た
真
実
あ
り
方
便
あ
り
。
願
と
は
す

な
は
ち
植
諸
徳
本
の
願
こ
れ
な
り
。

行
と
は
こ
れ
に
二
種
あ
り
。

一
つ
に
は
善
本
、

二
つ
に
は
徳
本
な
り
。

信
と
は
す
な
は
ち

至
心
・
回
向
・
欲
生
の
心
こ
れ
な
り
。〔
廿
願
也
〕

〔
頭
注
〕

機
に
つ
い
て
定
あ
り
散
あ
り
。

往
生
と
は
こ
れ
難
思
往
生
こ
れ
な
り
。

仏
と
は
す
な
は
ち
化
身
な
り
。

土
と
は
す
な
は
ち
疑
城
胎
宮
こ
れ
な
り
。

行

諸
徳
本

『
行
文
類
』

大
行
と
は
す
な
は
ち
無
碍
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。
こ
の
行
は
す
な
は
ち
こ
れ
も
ろ
も
ろ
の
善
法

を
摂
し
、
も
ろ
も
ろ
の
徳
本
を
具
せ
り
。
極
速
円
満
す
、
真
如
一
実
の
功
徳
宝
海
な
り
。
ゆ
ゑ
に
大
行

と
名
づ
く
。

『
化
身
土
文
類
』（
二
、
二
〇
〇
）

善
本
と
は
如
来
の
嘉
名
な
り
。
こ
の
嘉
名
は
万
善
円
備
せ
り
、
一
切
善
法
の
本
な
り
。
ゆ
ゑ
に
善
本
と

い
ふ
な
り
。
徳
本
と
は
如
来
の
徳
号
な
り
。
こ
の
徳
号
は
一
声
称
念
す
る
に
、
至
徳
成
満
し
衆
禍
み
な

転
ず
、
十
方
三
世
の
徳
号
の
本
な
り
。
ゆ
ゑ
に
徳
本
と
い
ふ
な
り
。

植
（
積
植
の
義
）

『
大
経
』
法
蔵
修
行
（
一
、
三
一
）

於

不
可
思
議

兆
載
永
劫

、
積
植

菩
薩

無
量

徳
行

テ二

ノ

ニ一

シ
テ

二

ノ

ノ

ヲ一

信

廻
向

念
仏
の
功
徳
を
積
ん
で
回
向
し
て
往
生
し
よ
う
と
す
る
心
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定
散
心

定
善
散
善
の
時
と
同
じ
、
自
力
の
は
か
ら
い
心
で
念
仏
一
行
を
修
す
る
。

一
心

『
化
身
土
文
類
』（
二
、
一
九
六
）

『
観
経
』
に
は
「
深
心
」
と
説
け
り
、
諸
機
の
浅
信
に
対
せ
る
が
ゆ
ゑ
に
深
と
の
た
ま
へ
る
な
り
。『
小

本
』（
小
経
）
に
は
「
一
心
」
と
の
た
ま
へ
り
、
二
行
雑
は
る
こ
と
な
き
が
ゆ
ゑ
に
一
と
の
た
ま
へ
る

な
り
。
ま
た
一
心
に
つ
い
て
深
あ
り
浅
あ
り
。
深
と
は
利
他
真
実
の
心
こ
れ
な
り
、
浅
と
は
定
散
自
利

の
心
こ
れ
な
り
。

証

疑
城

仏
智
疑
惑
の
行
者
が
立
て
籠
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ

『
往
生
要
集
』
往
生
階
位

懐
感
『
群
疑
論
』

『
菩
薩
処
胎
経
』

胎
宮

母
胎
に
宿
っ
て
い
る
胎
児
は
、
母
親
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
母
の
よ
う
な
行
動
を
取
れ
な
い

『
大
経
』
胎
化
段

『
化
身
土
文
類
』
要
門
釈
（
二
、
一
八
三
）

つ
つ
し
ん
で
化
身
土
を
顕
さ
ば
、
仏
は
『
無
量
寿
仏
観
経
』
の
説
の
ご
と
し
、
真
身
観
の
仏
こ
れ
な
り
。

土
は
『
観
経
』
の
浄
土
こ
れ
な
り
。
ま
た
『
菩
薩
処
胎
経
』
等
の
説
の
ご
と
し
、
す
な
は
ち
懈
慢
界
こ

れ
な
り
。
ま
た
『
大
無
量
寿
経
』
の
説
の
ご
と
し
、
す
な
は
ち
疑
城
胎
宮
こ
れ
な
り
。

『
同
』（
二
、
一
九
八
）

お
ほ
よ
そ
浄
土
の
一
切
諸
行
に
お
い
て
、
綽
和
尚
は
「
万
行
」
と
い
ひ
、
導
和
尚
は
「
雑
行
」
と
称

す
。
感
禅
師
は
「
諸
行
」
と
い
へ
り
。
信
和
尚
は
感
師
に
よ
り
、
空
聖
人
は
導
和
尚
に
よ
り
た
ま
ふ
。

経
家
に
よ
り
て
師
釈
を
披
く
に
、
雑
行
の
な
か
の
雑
行
雑
心
・
雑
行
専
心
・
専
行
雑
心
あ
り
。
ま
た
正

行
の
な
か
の
専
修
専
心
・
専
修
雑
心
・
雑
修
雑
心
は
、こ
れ
み
な
辺
地
・
胎
宮
・
懈
慢
界
の
業
因
な
り
。

ゆ
ゑ
に
極
楽
に
生
ず
と
い
へ
ど
も
三
宝
を
見
た
て
ま
つ
ら
ず
。
仏
心
の
光
明
、
余
の
雑
業
の
行
者
を
照

摂
せ
ざ
る
な
り
。
仮
令
の
誓
願
（
第
十
九
願
）
ま
こ
と
に
由
あ
る
か
な
。
仮
門
の
教
、
欣
慕
の
釈
、
こ

れ
い
よ
い
よ
あ
き
ら
か
な
り
。

『
真
仏
土
文
類
』（
二
、
一
七
九
）

そ
れ
報
を
案
ず
れ
ば
、
如
来
の
願
海
に
よ
り
て
果
成
の
土
を
酬
報
せ
り
。
ゆ
ゑ
に
報
と
い
ふ
な
り
。
し

か
る
に
願
海
に
つ
い
て
真
あ
り
仮
あ
り
。
こ
こ
を
も
つ
て
ま
た
仏
土
に
つ
い
て
真
あ
り
仮
あ
り
。

〔
中
略
〕（
二
、
一
八
〇
）

仮
の
仏
土
と
は
、
下
に
あ
り
て
知
る
べ
し
。
す
で
に
も
つ
て
真
仮
み
な
こ
れ
大
悲
の
願
海
に
酬
報
せ
り
。

ゆ
ゑ
に
知
ん
ぬ
、
報
仏
土
な
り
と
い
ふ
こ
と
を
。
ま
こ
と
に
仮
の
仏
土
の
業
因
千
差
な
れ
ば
、
土
も
ま

た
千
差
な
る
べ
し
。
こ
れ
を
方
便
化
身
・
化
土
と
名
づ
く
。
真
仮
を
知
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
如
来
広
大

の
恩
徳
を
迷
失
す
。

『
菩
薩
處
胎
經
』
八
種
身
品
第
八

T0384_.12.1028a10:

或
有
菩
薩
摩
訶
薩
。
從
初
發
意
乃
至
成
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T0384_.12.1028a11:

佛
。
執
心
一
向
無
若
干
想
無
瞋
無
怒
。
願
樂
欲
生

T0384_.12.1028a12:

無
量
壽
佛
國
。
一
切
衆
生
其
生
彼
者
。
四
部
衆
比

T0384_.12.1028a13:

丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
。
皆
同
一
金
色
。
西
方

T0384_.12.1028a14:

去
此
閻
浮
提
十
二
億
那
由
他
。
有
懈
慢
界
。
國
土

T0384_.12.1028a15:

快
樂
作
倡2

伎
樂
。
衣
被
服
飾
香
花
莊
嚴
七
寶
轉

T0384_.12.1028a16:

關
床
。
擧
目
東
視
寶
床
隨
轉
。
北
視
西
視
南
視
亦

T0384_.12.1028a17:

如
是
轉
。
前3

後
發
意
衆
生
。
欲
生
阿
彌
陀
佛
國

T0384_.12.1028a18:
者
。4

皆
染
著
懈
慢
國
土
。
不
能
前
進
生
阿
彌
陀
佛

T0384_.12.1028a19:
國
。
億
千
萬
衆
。
時
有
一
人
能
生
阿
彌
陀
佛
國
。
何

T0384_.12.1028a20:

以
故
。
皆
由
懈
慢
執
心
不
牢
固
。
斯
等
衆
生
自
不

T0384_.12.1028a21:

殺
生
。
亦
教
他
不
殺
。
有
此
福5

報
生
無
量
壽
國
。
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三
、『
阿
弥
陀
経
』
の
隠
彰
の
義

□

①
難
信
の
法

Ｑ

彰
の
釈
如
何
。

Ａ
彰
と
い
ふ
は
、
真
実
難
信
の
法
を
彰
す
。
こ
れ
す
な
は
ち
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
て
、
無
碍
の
大
信
心
海

に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
。
ま
こ
と
に
勧
め
す
で
に
恒
沙
の
勧
め
な
れ
ば
、
信
も
ま
た
恒
沙
の
信
な
り
。
ゆ
ゑ
に
甚

難
と
い
へ
る
な
り
。
釈
（
法
事
讃
・
下
）
に
、
「
た
だ
ち
に
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
を
も
つ
て
、
凡
夫
念
ず
れ
ば

す
な
は
ち
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
と
い
へ
り
。
こ
れ
は
こ
れ
隠
彰
の
義
を
開
く
な
り
。

Ｑ

「
難
信
之
法
」
と
は

Ａ

信
心
を
え
が
た
き
こ
と
を
『
小
経
』
に
は
「
一
切
世
間
難
信
之
法
」（
一
、
一
一
一
）、
と
い
い

『
称
讃
浄
土
教
』
に
は
「
一
切
世
間
極
難
信
法
」（
一
、
三
九
七
）
と
い
う
。

Ｑ

「
難
信
之
法
」
に
よ
っ
て
何
が
彰
さ
れ
る
か
？

Ａ

①
最
勝
で
あ
る
こ
と

極
難
信
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
領
域
を
あ
ら
わ
し
た
言
葉
で
あ
る
。

そ
れ
は
完
全
に
分
別
思
議
を
超
え
た
唯
仏
与
仏
の
知
見
の
領
域
で
あ
る

②
他
力
回
向
に
よ
っ
て
の
み
開
示
さ
れ
る
こ
と

③
自
力
無
功

如
来
の
本
願
力
回
向
に
よ
っ
て
の
み
開
示
さ
れ
る
か
ら
、
自
力
の
は
か
ら
い
を
以
て
知
る
こ
と
も
信
じ

る
こ
と
も
で
き
な
い

【
参
考
】『
唯
信
鈔
文
意
』
（二
、
七
〇
七
上
）
真
筆
本

こ
の
信
心
を
え
が
た
き
こ
と
を
、『
経
』

（
称
讃
浄
土
経
）に
は
、「
極
難
信
法
」
と
の
た
ま
へり
。
し
か
れ
ば『
大
経
』
（下
）
に
は
、

「
若
聞
斯
経

信
楽
受
持

難
中
之
難

無
過
此
難
」
と
を
し
へた
ま
へ
り
。
こ
の
文
の
こ

こ
ろ
は
、「
も
し
こ
の『
経
』
を
聞
き
て
信
ず
る
こ
と
、
難
き
が
な
か
に
難
し
、
こ
れ
に
す

P--713

ぎ
て
難
き
こ
と
な
し
」
と
の
た
ま
へ
る
御
の
り
な
り
。
釈
迦
牟
尼
如
来
は
、
五
濁
悪
世
に
出

で
て
こ
の
難
信
の
法
を
行
じ
て
無
上
涅
槃
に
い
た
る
と
説
き
た
ま
ふ
。
さ
て
、
こ
の
智
慧
の

名
号
を
濁
悪
の
衆
生
に
あ
た
へ
た
ま
ふ
と
の
た
ま
へ
り
。
十
方
諸
仏
の
証
誠
、
恒
沙
如
来

の
護
念
、
ひ
と
へに
真
実
信
心
の
ひ
と
の
た
め
な
り
。
釈
迦
は
慈
父
、
弥
陀
は
悲
母
な
り
。

わ
れ
ら
が
ち
ち
・
は
は
、
種
々
の
方
便
を
し
て
無
上
の
信
心
を
ひ
ら
き
お
こ
し
た
ま
へる
な

り
と
し
る
べ
し
と
な
り
。
お
ほ
よ
そ
過
去
久
遠
に
三
恒
河
沙
の
諸
仏
の
世
に
出
で
た
ま
ひ
し

み
も
と
に
し
て
、
自
力
の
菩
提
心
を
お
こ
し
き
。
恒
沙
の
善
根
を
修
せ
し
に
よ
り
て
、
い
ま

願
力
に
ま
う
あ
ふ
こ
と
を
得
た
り
。
他
力
の
三
信
心
を
え
た
ら
ん
ひ
と
は
、
ゆ
め
ゆ
め
余
の

善
根
を
そ
し
り
、
余
の
仏
聖
を
い
や
し
う
す
る
こ
と
な
か
れ
と
な
り
。

Ｑ

「
こ
れ
す
な
は
ち
不
可
思
議
の
願
海
を
光
闡
し
て
」
文
意
如
何
。

Ａ

光
闡
と
は
「
ひ
ろ
く
ひ
ら
く
」
（
二
、
九
）
こ
と
で
、
釈
尊
を
は
じ
め
十
方
の
諸
仏
が
、
不
可
思
議
の
願
海
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を
讃
嘆
・
証
誠
し
て
十
方
に
等
し
く
広
め
ら
れ
る
こ
と
を
い
う
。

Ｑ

「
無
碍
の
大
信
心
海
に
帰
せ
し
め
ん
と
欲
す
。」
文
意
如
何
。

Ａ

無
礙

善
人
も
悪
人
も
障
り
無
く

海

同
一
鹹
味
に
引
き
入
れ
る

信
心
を
恵
み
与
え
る
の
が
隠
彰
の
義
で
あ
っ
た
。

Ｑ

「
ま
こ
と
に
勧
め
す
で
に
恒
沙
の
勧
め
な
れ
ば
、
信
も
ま
た
恒
沙
の
信
な
り
。
ゆ
ゑ
に
甚
難
と
い
へ
る
な
り
。
」

の
文
意
如
何
。

Ａ

自
力
で
は
決
し
て
発
起
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
真
実
の
信
心
を
、
諸
仏
の
証
誠
の
善
巧
に
よ
っ
て
恵
ま
れ
た

こ
と
を
慶
び
讃
仰
す
る
意
。

Ｑ

「
た
だ
ち
に
弥
陀
の
弘
誓
重
な
れ
る
を
も
つ
て
、
凡
夫
念
ず
れ
ば
す
な
は
ち
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
」
の

文
意
如
何
。

Ａ

こ
の
法
事
讃
の
文
は
諸
仏
出
世
本
懐
を
表
し
て
い
る
。

（
文
証
）『
一
念
多
念
文
意
』

「
直
為
弥
陀
弘
誓
重
」
と
い
ふ
は
、
「
直
」
は
た
だ
し
き
な
り
、
如
来
の
直
説
と
い
ふ
な
り
。
諸
仏
の
世
に
出
で

た
ま
ふ
本
意
と
申
す
を
直
説
と
い
ふ
な
り
。

【
参
考
】

『
法
事
讃
』（
一
、
八
五
一
～
八
五
二
）

【89

】

下
、
高
に
接
ぎ
て
讃
じ
て
い
へ
。

願
は
く
は
往
生
せ
ん
、
願
は
く
は
往
生
せ
ん
。
如
来
（釈
尊
）
五
濁
に
出
現
し
て
、
よ
ろ

し
き
に
随
ひ
て
方
便
し
て
群
萌
を
化
し
た
ま
ふ
。
あ
る
い
は
多
聞
に
し
て
得
度
す
と
説
き
、

あ
る
い
は
少
解
を
も
つ
て
三
明
を
証
す
と
説
く
。
あ
る
い
は
福
慧
な
ら
べ
て
障
を
除
く
と
教

へ
、
あ
る
い
は
禅
念
し
て
坐
し
て
思
量
せ
よ
と
教
ふ
。
種
々
の
法
門
み
な
解
脱
す
れ
ど
も
、

念
仏
し
て
西
方
に
往
く
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
。
上
一
形
を
尽
し
十
念
に
至
り
、
三
念
・
五
念

ま
で
仏
来
迎
し
た
ま
ふ
。
た
だ
に
弥
陀
の
弘
誓
重
き
が
た
め
に
、
凡
夫
を
し
て
念
ず
れ
ば
す

P--576

な
は
ち
生
ぜ
し
む
る
こ
と
を
致
す
。
衆
等
、
心
を
回
し
て
み
な
往
か
ん
と
願
じ
て
、
手
に
香

華
を
執
り
て
つ
ね
に
供
養
し
た
て
ま
つ
れ
。

下
、
高
に
接
ぎ
て
讃
じ
て
い
へ
。

【
参
考
】

『
三
部
経
大
意
』（
真
聖
全
四
、
七
九
六
）

し
か
る
を
阿
弥
陀
如
来
、
善
導
和
尚
と
な
の
り
て
、
唐
土
に
い
で
て
の
た
ま
は
く
、「
如
来
出
現
於
五
濁
、
随

宜
方
便
化
群
萌
。
或
説
多
聞
而
得
度
、
或
説
少
解
証
三
明
、
或
教
福
慧
雙
除
障
、
或
教
禅
念
坐
思
量
。

種
種
法
門
皆
解
説
、
無
過
念
仏
往
西
方
。
上
尽
一
形
至
十
念
、
三
念
五
念
仏
来
迎
。
直
為
弥
陀
弘
誓

重
、
致
使
凡
夫
念
即
生
。
」
（
法
事
讃
巻
下
）
釈
尊
出
世
の
本
懐
、
た
だ
こ
の
こ
と
に
あ
り
と
い
ふ
べ
し
。

②
教
頓
機
漸

教
頓

名
号
は
も
と
も
と
往
生
行
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機
漸

不
回
向
で
あ
る
名
号
を
回
向
す
る
（
い
ら
ん
こ
と
を
す
る
）

仏
意
を
正
確
に
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

Ｑ

「
教
頓
機
漸
」
の
釈
文
を
挙
げ
よ
。

Ａ

（
二
、
二
〇
〇
）

そ
れ
濁
世
の
道
俗
、
す
み
や
か
に
円
修
至
徳
の
真
門
に
入
り
て
、
難
思
往
生
を
願
ふ
べ
し
。

真
門
の
方
便
に
つ
き
て
、

行

善
本
あ
り
徳
本
あ
り
。

信

ま
た

定
専
心
あ
り
、
ま
た
散
専
心
あ
り
、

ま
た

定
散
雑
心
あ
り
。

信

定
散
雑
心

雑
心
と
は
、
大
小
・
凡
聖
・
一
切
善
悪
、

お
の
お
の
助
正
間
雑
の
心
を
も
つ
て
名
号
を
称
念
す
。

ま
こ
と
に
教
は
頓
に
し
て
根
は
漸
機
な
り
。

行
は
専
に
し
て
心
は
間
雑
す
。
ゆ
ゑ
に
雑
心
と
い
ふ
な
り
。

定
散
専
心

定
散
の
専
心
と
は
、
罪
福
を
信
ず
る
心
を
も
つ
て
本
願
力
を
願
求
す
、

こ
れ
を
自
力
の
専
心
と
名
づ
く
る
な
り
。

行

善
本
と
は
如
来
の
嘉
名
な
り
。
こ
の
嘉
名
は
万
善
円
備
せ
り
、
一
切
善
法
の
本
な
り
。

ゆ
ゑ
に
善
本
と
い
ふ
な
り
。

徳
本
と
は
如
来
の
徳
号
な
り
。
こ
の
徳
号
は
一
声
称
念
す
る
に
、
至
徳
成
満
し
衆
禍

み
な
転
ず
、
十
方
三
世
の
徳
号
の
本
な
り
。
ゆ
ゑ
に
徳
本
と
い
ふ
な
り
。

（
定
散
雑
心
）

Ｑ

標
列
と
釈
文
の
行
信
次
第
信
行
次
第
、
ど
う
理
解
す
る
？

Ａ

標
列
は
願
文
の
順
。
釈
文
は
能
修
の
心
か
ら
善
本
徳
本
の
名
を
得
る
故
に
信
行
次
第
。

Ｑ

能
修
の
心
と
は
如
何
。

Ａ

ま
ず
定
散
雑
心
か
ら
釈
さ
れ
る
。

Ｑ

定
散
雑
心
と
は
如
何
。

Ａ

助
正
間
雑
の
心
。

Ｑ

助
正
間
雑
と
は
如
何
。

Ａ

本
来
は
こ
の
言
葉
は
、
正
定
業
の
称
名
を
前
三
後
一
の
助
業
と
同
格
に
見
な
し
、
助
正
を
兼
行
す
る
こ
と
を

指
し
て
い
た
が
、
今
は
嫌
貶
開
示
し
て
称
名
一
行
を
専
修
し
て
い
る
上
で
い
う
。

Ｑ

助
正
は
行
を
指
し
て
い
な
い
と
い
う
の
か
。

Ａ

本
願
を
見
失
っ
て
助
正
を
雑
え
て
修
し
て
い
る
要
門
位
の
自
力
心
と
同
質
の
自
力
心
で
あ
る
こ
と
を
「
助
正

兼
雑
の
心
」
と
い
う
。

Ｑ

「
教
は
頓
に
し
て
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

万
善
円
備
の
名
号
を
称
念
す
る
。
名
号
法
は
頓
速
に
成
仏
せ
し
む
る
教
法
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

Ｑ

「
根
は
漸
機
な
り
」
の
文
意
如
何
。

Ａ

要
門
位
の
自
力
心
を
も
っ
て
領
解
し
、
行
者
の
功
に
よ
っ
て
往
生
の
果
に
個
人
差
が
あ
る
よ
う
な
化
土
に
生

ま
れ
る
。
さ
ら
に
回
心
し
な
け
れ
ば
報
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
迂
回
の
仏
道
に
退
落
し
て
い

る
機
を
漸
機
と
い
う
。
真
門
の
構
造
を
教
頓
機
漸
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
機
と
教
と
が
望
め
合
わ
せ
て
真
門
が
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起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

（
定
散
の
専
心
）

Ｑ

化
身
土
文
類
の
「
専
心
」
の
釈
例
如
何
。

Ａ

本
典

目
指
し
て
い
る
事
柄

要
門

ま
た
雑
行
に
つ
い
て
、
専
行
あ
り
専
心
あ
り
、
ま

聖
道
門
か
ら
浄
土
門
へ
と
転
入
さ
せ

１
９
７

た
雑
行
あ
り
雑
心
あ
り
。
専
行
と
は
も
つ
ぱ
ら
一

る
初
門
で
あ
る
か
ら
、
浄
土
に
望
め

善
を
修
す
、
ゆ
ゑ
に
専
行
と
い
ふ
。
専
心
と
は
回

て
専
ら
浄
土
を
願
生
し
所
修
の
善
を

向
を
も
つ
ぱ
ら
に
す
る
が
ゆ
ゑ
に
専
心
と
い
へ

浄
土
に
回
向
せ
よ
と
勧
め
る

り
。
雑
行
・
雑
心
と
は
、
諸
善
兼
行
す
る
が
ゆ
ゑ

に
雑
行
と
い
ふ
、
定
散
心
雑
す
る
が
ゆ
ゑ
に
雑
心

と
い
ふ
な
り
。

要
門

ま
た
正
・
助
に
つ
い
て
専
修
あ
り
雑
修
あ
り
。
こ

五
専
の
一
行
を
そ
れ
ぞ
れ
ふ
た
ご
こ

１
９
７

の
雑
修
に
つ
い
て
専
心
あ
り
雑
心
あ
り
。
専
修
に

ろ
無
く
専
修
す
る
こ
と
（
行
に
随
え

つ
い
て
二
種
あ
り
。一
つ
に
は
た
だ
仏
名
を
称
す
、
て
釈
す
）

二
つ
に
は
五
専
あ
り
。
こ
の
行
業
に
つ
い
て
専
心

あ
り
雑
心
あ
り
。
五
専
と
は
、
一
つ
に
は
専
礼
、

二
つ
に
は
専
読
、
三
つ
に
は
専
観
、
四
つ
に
は
専

称
、
五
つ
に
は
専
讃
嘆
な
り
。
こ
れ
を
五
専
修
と

名
づ
く
。
専
修
、
そ
の
言
一
つ
に
し
て
、
そ
の
意

こ
れ
異
な
り
。
す
な
は
ち
こ
れ
定
専
修
な
り
、
ま

た
散
専
修
な
り
。
専
心
と
は
、
五
正
行
を
も
つ
ぱ

ら
に
し
て
、
二
心
な
き
が
ゆ
ゑ
に
専
心
と
い
ふ
。

す
な
は
ち
こ
れ
定
専
心
な
り
、
ま
た
こ
れ
散
専
心

な
り
。
雑
修
と
は
、
助
正
兼
行
す
る
が
ゆ
ゑ
に
雑

修
と
い
ふ
。
雑
心
と
は
、
定
散
の
心
雑
す
る
が
ゆ

ゑ
に
雑
心
と
い
ふ
な
り
、
知
る
べ
し
。

真
門

定
散
の
専
心
と
は
、
罪
福
を
信
ず
る
心
を
も
つ
て

信
罪
福
心
（
自
力
心
）
を
も
っ
て
専

２
０
０

本
願
力
を
願
求
す
、
こ
れ
を
自
力
の
専
心
と
名
づ

ら
本
願
力
の
救
い
を
願
求
す
る
こ
と

く
る
な
り
。

（
法
に
望
め
て
釈
す
）

『
愚
禿
鈔
』
下
（
二
、
三
〇
〇
）

ま
た
弥
陀
念
仏
に
つ
い
て
、
二
種
あ
り
。

P--530

一
に
は
正
行
定
心
念
仏
、

二
に
は
正
行
散
心
念
仏
な
り
。

弥
陀
定
散
の
念
仏
、
こ
れ
を
浄
土
の
真
門
と
い
ふ
、
ま
た
一
向
専
修
と
名
づ

く
る
な
り
と
、
知
る
べ
し
。
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「
化
身
土
文
類
」小
経
隠
顕
（『
註
釈
版
』398

頁
）

□い
ま
三
経
を
案
ず
る
に
、
み
な
も
つ
て
金
剛
の
真
心
を
最
要
と
せ
り
。

真
心
は
す
な
は
ち
こ
れ
大
信
心
な
り
。

大
信
心
は
希
有
・
最
勝
・
真
妙
・
清
浄
な
り
。

な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
、

大
信
心
海
は
は
な
は
だ
も
つ
て
入
り
が
た
し
、
仏
力
よ
り
発
起
す
る
が
ゆ
ゑ

に
。

真
実
の
楽
邦
は
な
は
だ
も
つ
て
往
き
易
し
、
願
力
に
よ
り
て
す
な
は
ち
生
ず

る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

（
中
略
）

三
経
一
心
の
義
、答
へ
を
は
ん
ぬ
。

（
現
代
語
訳
版
）

い
ま
こ
の
三
経
を
う
か
が
う
と
、
み
な
決
し
て
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
真
実
の

心
を
ま
さ
に
か
な
め
と
し
て
い
る
。
そ
の
真
実
の
心
と
は
他
力
回
向
の
信
心
で
あ
る
。

こ
の
信
心
は
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
、
真
実
の
、
清
ら
か
な
心
で

あ
る
。
ど
う
し
て
信
心
の
大
海
に
は
入
る
こ
と
が
難
し
い
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
信

心
は
仏
力
に
よ
っ
て
お
こ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
実
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ

と
は
と
て
も
や
さ
し
い
。
そ
れ
は
本
願
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
た
だ
ち
に
往
生
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。

（
中
略
）

こ
れ
で
、
こ
の
三
経
に
説
く
教
え
は
み
な
他
力
の
信
心
を
か
な
め
と
す
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
答
え
お
わ
っ
た
。

三
経
の
内
容
を
お
さ
ら
い

□
『
口
伝
鈔
』（『
註
釈
版
』900

頁
）

大

法
実

第
十
八
願
の
内
容
を
広
く
説
き
明
か
し
た

機
権

聞
い
て
い
る
方
々
は
浄
土
か
ら
来
現
さ
れ
た
還
相
回
向
の
菩
薩
た
ち

八
相
成
道
し
て
さ
と
り
を
完
成
し
た
ブ
ッ
ダ
が
権
（
か
り
）
に
菩
薩
や
声
聞
の
姿
を
取
っ
て
説
法
を
聞

き
に
来
ら
れ
て
い
る
。
説
く
者(

釈
尊)

と
聞
く
者
（
菩
薩
）
は
お
な
じ
ス
キ
ル
。

大
経
は
ブ
ッ
ダ
が
ブ
ッ
ダ
に
向
か
っ
て
「
真
実
の
法
は
本
願
の
念
仏
で
あ
る
」
と
説
い
た

観

法
権

定
善
・
散
善
は
方
便

自
力
修
行
に
堪
え
ら
れ
な
い
自
身
の
真
実
の
姿
を
知
ら
せ
て
自
力
を
捨
て
さ
せ
、
本
願
他
力
の
念
仏
に

引
き
入
れ
る

機
実

凡
夫

（
代
表

愛
憎
に
翻
弄
さ
れ
る
韋
提
希
）

小

機
法
合
説
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嫌
貶

不
可
以
小
善
根
福
徳
因
縁
得
生
彼
国

開
示

一
日
七
日
の
念
仏
が
往
生
の
行

証
誠

念
仏
往
生
の
教
説
を
不
可
思
議
で
あ
る
と
讃
嘆
し
、
真
実
で
あ
る
と
証
明

釈
尊
を
讃
嘆

五
濁
悪
世
に
出
現
し
て
難
信
之
法
を
説
き
た
も
う

三
経
一
論
と『
教
行
信
証
』

■『
選
択
集
』（
『
註
釈
版
七
祖
篇
』1187

頁
）

初
め
に
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
教
と
い
ふ
は
、
い
は
く
三
経
一
論
こ
れ
な
り
。

「
三
経
」
と
は
、
一
に
は
『
無
量
寿
経
』、
二
に
は
『
観
無
量
寿
経
』、
三
に

は
『
阿
弥
陀
経
』
な
り
。

「
一
論
」
と
は
、
天
親
の
『
往
生
論
』（
浄
土
論
）
こ
れ
な
り
。

あ
る
い
は
こ
の
三
経
を
指
し
て
浄
土
の
三
部
経
と
号
す
。

無
量
寿
経

教
行
信
証

浄
土
論

第
十
七
願

教

世
尊

行

帰
命
尽
十
方
無
碍
光
如
来

第
十
八
願

信

我
一
心

第
十
八
願

第
十
一
願

証

真
実

願
生
安
楽
国

大
悲
願
海

第
二
十
二
願

第
十
二
願

真
仏
土

第
十
三
願

第
十
九
願

化
身
土

方
便

観
無
量
寿
経
（
顕
の
義
）

第
二
十
願

阿
弥
陀
経
（
顕
の
義
）

結
文
を
い
た
だ
く

□

（山
上
の
感
想
）

（
二
、
二
〇
九
）

悲
し
き
か
な
、
垢
障
の
凡
愚
、
無
際
よ
り
こ
の
か
た
助
正
間
雑
し
、
定
散
心
雑
す
る

が
ゆ
ゑ
に
、
出
離
そ
の
期
な
し
。
み
づ
か
ら
流
転
輪
廻
を
度
る
に
、
微
塵
劫
を
超
過
す

れ
ど
も
、
仏
願
力
に
帰
し
が
た
く
、
大
信
海
に
入
り
が
た
し
。
ま
こ
と
に
傷
嗟
す
べ

し
、
深
く
悲
歎
す
べ
し
。
お
ほ
よ
そ
大
小
聖
人
、
一
切
善
人
、
本
願
の
嘉
号
を
も
つ

て
お
の
れ
が
善
根
と
す
る
が
ゆ
ゑ
に
、
信
を
生
ず
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
仏
智
を
了
ら

ず
。
か
の
因
を
建
立
せ
る
こ
と
を
了
知
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
ゆ
ゑ
に
、
報
土
に
入
る
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こ
と
な
き
な
り
。

所
称
の
名
号
は
真
実
で
あ
っ
て
、
難
思
議
往
生
を
遂
げ
る
べ
き
行
法
で
あ
る
が
、
能
称
の
心
が
要
門
分
斉
の
自

力
心
で
あ
る
か
ら
、
化
土
に
止
ま
る
と
い
う
失
を
知
ら
せ
、
捨
て
る
べ
き
法
門
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
た
め
、
難

思
議
往
生
の
議
の
一
字
を
省
い
て
難
思
往
生
と
い
わ
れ
た
。

捨
て
て
ど
こ
へ
行
く
の
か
。

こ
の
第
二
十
願
を
果
遂
の
願
と
い
う
。
願
文
に
は
「
至
心
回
向
欲
生
我
国
」
と
あ
っ
て
、
我
国
へ
の
往
生
を
果

た
し
遂
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
こ
は
方
便
化
土
で
あ
っ
て
、「
そ
の
本
の
罪
を
識
り
て
深
く
自
ら
悔
責
」

（
大
経
胎
化
段
）
さ
せ
る
た
め
の
土
で
あ
っ
た
。

定
散
自
力
の
称
名
は

果
遂
の
ち
か
ひ
に
帰
し
て
こ
そ

を
し
へ
ざ
れ
ど
も
自
然
に

真
如
の
門
に
転
入
す
る

真
如
の
門
へ
入
ら
し
め
る
こ
と
も
果
遂
の
内
容
で
あ
っ
た
。
真
門
に
止
ま
ら
さ
せ
な
い
思
し
召
し
が
果
遂
の
誓

い
で
あ
る
。

無
際
よ
り
こ
の
か
た
自
分
の
や
っ
て
来
た
こ
と
が
確
か
な
も
の
だ
と
執
ら
わ
れ
続
け
て
き
た
。
三
恒
河
沙
の
諸

仏
の
出
世
の
み
も
と
に
あ
り
し
と
き

か
ら
仏
を
目
指
す
心
を
発
す
ほ
ど
に
お
育
て
に
あ
ず
か
っ
て
き
た
が

自

力
か
な
わ
ず
に
流
転
し
て
き
た
。
は
ね
つ
け
て
き
た
。

こ
の
た
び
今
生
で
仏
願
力
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
も
、
お
の
れ
が
善
根
と
す
る
根
性
で
生
き
て
い
る
私
に
、
化

土
往
生
の
果
を
示
し
て
因
の
失
を
知
ら
し
め
た
も
う
お
手
回
し
が
あ
っ
た
。

「
彼
の
因
建
立
せ
る
こ
と
」
は
も
ち
ろ
ん
第
十
八
願
の
お
こ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
第
十
八
願
の
懐
の
内
に
第

二
十
願
も
ま
た
建
立
さ
れ
て
い
た
と
、
了
知
さ
せ
て
い
た
だ
く
。「
雑
行
を
捨
て
て
正
行
に
帰
す
」
と
言
わ
ず
「
本

願
に
帰
す
」
と
言
わ
れ
た
の
も
仏
願
力
乗
託
の
お
言
葉
で
あ
っ
た
。

※
間
違
い
や
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
〒
五
九
九
―
八
一
二
五

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５

２
１
旭
照
寺

山
上
正
尊

senjakuhongan@
gm

ail.com
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